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は じ め に

昭和53年 度は,そ の最初の日である4月1日 付けをもって,関 野所長が退官され,

代 って伊藤が新所長に就任 した。 したがって本年度は新所長のもとでの第1年 度であ

る。ただし所長としての御挨拶は,す でに前号に記 したか ら,こ こでは重複を避ける

ことといたしたい。

さて,昭 和53年 度 をふ りかえってみると,比 較的平穏裡に推移 した年度であったと

いってよかろう。人事の移動も比較的少なかったが,た だ3力 年間庶務課長として研

究所の運営に努力されてきた松原庶務課長は,こ の年度末をもって国立極地研究所に

転出された。当研究所における積極的な活動に対 し敬意と感謝の意を表 し,新 しい職

場における一層の活躍を期待したい。

所内の制度整備の一環としては,招 へい研究員規程と名誉研究員に関する内規とを

定めた。前者は当年度 より発足した制度で,国 内及び国外か らの優れた研究者を招へ

いして,共 同研究の実をあげようとするもので,本 規程はこの制度を円滑に実施する

ため,招 へい者の資格,選 考法,任 務等を定めたものである。名誉研究員の内規は,

長年当研究所の研究に業績をあげ,所 の運営,発 展に尽力された先輩諸氏の功に報い

る趣旨か ら出たものである。先輩諸氏には倍旧の御好意を寄せていただけることを期

待し,か つお願い申 し上げたい。

研究活動では,各 部とも格別新規計画の発足はなかったが,従 来からの計画にそっ

た研究の発展がみられたことは喜ばしし1。しかし国家行政全体の緊縮傾向に影響され

て,定 員,予 算とも増加が意にまかせなかったことは致 し方ないこととはいえ,残 念

であった。

事業関係では,ま ず黒田清輝巡回展を千葉市の千葉県立美術館で同館との共催によ

り行った。また文化財の保存と修復に関する国際研究集会は,そ の第2回 を,文 化財

と分析化学とい うテーマで開催した。文化財に関する海外との交流がますます盛んと

なることが期待される。

昭 和55年3月

東京国立文化財研究所長

伊 藤 延 男

■
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1設 立の経緯

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足したのであるが,そ の前身であり母体となった

ものは,昭 和5年 に創設された帝国美術院附属美術研究所である。

この美術研究所は,大li三13年7月,故 帝国美術院長子爵黒田清輝の遺言により美術

奨励事業のために出拍 した資金で遺言執行人が選択決定 した事業である。すなわち遺

言執行人代表伯碍樺山愛輔は,故 子爵の遺志にしたがってこの資金で行 うべき事業の

選定を伯厨牧野仲顕に一任 した。牧野伯iは 帝国美術院長福原錬二郎及び東京美術学

校長正木直彦とはかって諸方面の意見を徴 し,ま た我が国美術上の必要に照らして次

の事業を行 うこととした。

(1}美 術に関する基礎的調査研究機関として美術研究所を設け ること。

② 黒田子爵の作品を陳列して同子爵の功績を記念すること。

(3}前 二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。

(4)事 業成立のうえは一切これを政府に寄附すること。

2年 表

q

昭和 元 年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設置され,東 京美術学校長正木

直彦が委員長に就任 し,美 術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田

子爵作品陳列について東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・

同藤島武二及び大給近清,建 築造営について東京美術学校教授岡田信一郎,会 計事

務について遺言執行人打田伝吉を各委員として事務を分掌進行させた。

昭和2年2月 美術研究所準備事業を開始した。

同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋 コ ソ ク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積

1,192㎡ の建物1棟 を起工 した(本 館)。

同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図

書 ・写真等の研究資料を設備 し,ま た館内に黒田子爵記念室を設け,同 子爵の作品

1
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を陳列 した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切の外に

金15万 円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 により帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所の主事に補せ られた。

同 年10月17日 美 術研究所開所式を挙行した。

同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 「美術研究」

を創刊した。

同 年4月18日 株 式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向う

5ケ 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円 を 帝国美術院 に 寄附したいとの申出があっ

た。

同 年5月26日 帝 国美術院はこの申出を受理した。

明治大正美術史編纂委員会規程を設け,美 術研究所は明治大正美術史の編纂に関す

る事務を行 うことになった。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所記念 日と定めた。

同10年1月28日 鉄 筋コソクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の書庫が竣工した。

同 年4月 「日本美術年鑑」の編纂事務を開始した。

同 年6月1日 勅令第148号 に より美術研究所官制が公布された。

研究資料閲覧規程を制定し,閲 覧事務を開始した。

同12年6月24日 勅令第281号 に より美術研究所官制中改正の件が公布され,従 来,

帝国美術院に附置されていたのを文部大臣の直轄に改められた。

同 年11月29日 美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定された。

同13年2月12日 木造,平 家建,延 面積97〃♂の写真室1棟 が竣工 した。

同19年8月10日 黒 田清輝の作品,並 びに写真原版を東京都西多摩郡・j・宮村谷間家倉

庫に疎開 した。

同20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎開した。

同 年7月 ～8月 酒田市本間家倉庫に疎開 した図書資料を爆撃の危険を避けるため,

さらに酒田市外牧曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之

2
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丞家倉庫にそれぞれ分散疎開 した。

同21年3月29日 酒 田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着し引揚げを完了した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎開中であった黒田清輝作品並

びに写真原版の引揚げを完了した。

同22年5月3日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定された。美術研

究所は同館の附属美術研究所となった。

国立博物館に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室を置いた。これが保存科学

部の前身である。昭和23年 度より専任の職員を配置し,研 究を開始した。研究室は

国立博物館本館地下の修理室の一室(66nの に設けた。

同24年4月 本年度か ら科学研究費により光学的方法による美術品の鑑識に関す

る研究が開始された。

同25年8月29日 文化財保護法の制定に伴い,美 術研究所は文化財保護委員会の附属

機関となった。

昭和25年9月15日,文 化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立

博物館保存修理課から文化財保:,n委員会事務局保存部建造物課に所属換え と なっ

た。

同26年1月31日 美術研究所組織規程(昭 和26年 文化財保護委員会規則第5号)が 定

められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室 が 置かれた。(昭 和25年8月29日

か ら適用)

同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年 文化財保護委員会規則第4号)

が定められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究

所組織規程が廃止された。

また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室 も廃止された。

同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学

から借用し,研 究を開始した。

同28年4月26日 保存科学部研究室として,東 京国立博物館構内の倉庫132㎡ を改造

のうえ,移 転した。

同29年1月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和29年 文化財保護

一3一
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委員会規則第1号),東 京 国立文化財研究所となった。

同32年3月28日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8〃rの

保存科学部の薬品庫が竣工 した。

同 年11月30日 従来の2階 建書庫の うえに更に1階 を増築3階 建とし,増 築分延面

積71㎡ が竣工した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規程(文 化財保護委員会告示第14号)が

定め られ,こ の年度か ら受託研究が開始された。

同36年9月16日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和36年 文化財

保護委員会規則第1号),従 来 の庶務室は庶務課となった。

同37年3月31日 東京国立博物館構内に保存科 学 部庁舎(保 存科学部実験室)と し

て,鉄 筋コンクリー ト造2階 建延面積663nPの 建物1棟 が竣工 した。

同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和37年 文化財

保護委員会規則第1号),新 たに保存科学部に修理技術研究室が置かれた。

同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎の竣工に伴い,旧 保存科学部庁舎

に移転した。

同43年6月15日 文 部省設置法の一部が改正され(昭 和43年 法律第99号),本 研究所

は文化庁附属機関となった。

同44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接 して新営される別館庁舎(延1,950.41〃 の の

起工式が行われた。

同45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同 年5月26日 竣工式が行われた。

同45年4月22日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存科学部は,別 館の地階～2階 に実験用機械類の移転据付を終っ

た。

同45年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替工事に着手し,同 年10月15日:r事 が

終了 した。

同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館から保存科学部庁舎の1階 に移転 した。

(本館は,美 術部庁舎となる。)し たがって研究所 の所在地表示は 「12番53号」を

「13番27号」に変更された。

同46年4月1日 保存科学部庁舎及び別館の敷地2,658㎡ を東京国立博物館から所管

一4一
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換された。

1・148年4月12日 文部省設置法施行規則の一部が改」Eされ(昭 和48年 文 部省令第6号)

新たに修復技術部が設け られ4部1課 とな り,修 復技術部に第一修復技術研究室及

び第二修復技術研究室が置かれ,保 存科学部修理技術研究室は廃止された。

同52年4月18日 文部省設置法施行規則の一部が改lilされ(昭 和52年 文部省令第10号)

情報資料部の新設により5部1課 とな り,情 報資料部に文献資料研究室及び写真資

料研究室が置かれ,美 術部資料室は廃止された。

同53年3月20日 本館構内の1}tMJher(木 造'lz家建延面積144刀の を取 りこわ し,情 報

資料部研究棟として,鉄 筋コンクリー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95㎡

の建物が竣」二した。
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ノ威(H召 不[117.6.29～ 口召禾022.8.15)

蔵(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5,10)

男(昭 和23,5.11～ 昭 和24.8.30)

一・(H召 不lI24 .8.31～ 日召不1]27.3,31)

Ga((11召(1127.4,1～H召X1128.10.31)

松(昭 和28.11.

ラ包(i昭 不040.4.

1～ 日召禾040.3.31)

1～ 昭 和53.4.1)

男(昭 和53.4.1～ 現 在)
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皿 設立 目的 と:機構
■

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を行

うことを目的として設立された文化庁の附属機関である。その機構等は次のとおりで

ある。

1

所長一

機

一庶務課

構

一庶 務 係

課長一 課長補佐一一会 計 係

一美術部

部長一 一一

一芸能部

一第一研究室

1一第二研究室
一一一一 一 主任研究官

部 長 一 …

一 保 存 科 学 部

部 長 一 一一一一一一一

i

一演劇研究室
一音楽舞踊

研究室
一民俗芸能

研究室
一化学研究室

一物理研究室

一生物研究室

一修復技術部

部長

一主任研究官

一情報資料部

部長一

一第一 修復

技術研究室
一第二 修復

技術研究室
一第 三 修復

技術研究室
一文献資料

研究室
一写真資料

研究室
一主任研究官

(庶 務 課)

職員の人事に関する事務・職員の福利

厚生に関する事務 ・公文書類の接受 ・

公印の管守及び庶務に関すること,経

費及び収入の予算・決算その他会計に

関する事務・行政財産及び物品の管理

に関する事務・庁内の取締り

(美 術 部)

わが国の美術及び西洋美術 ・東洋美術

に関する調査研究及びその結果の公表
・黒田記念室に関する事務

(芸 能 部)

演劇 ・音楽 ・舞踊 ・民俗芸能及びその

保存に関する調査研究並びにその結果

の公表

(保存科学部)

文化財及びその保存に関する化学的 ・

物理学的 ・生物学的調査研究並びにそ

の結果の公表

(修復技術部)

文化財の修復に関する科学的 ・技術的

調査研究及びその結果の公表

(情報資料部)

文化財の研究に関する資料の作成 ・収

集 ・整理 ・保管 ・公表 ・閲覧及び調査

研究

轟

■

6



2職 種別予算定員

設立目的と機構

区 分 52年 度 53年 度

指 定 職 1

一 臼　 一一一

1

所 長 1 1

一 一一一

行 政 職 11 10

課 長 1 1

課 長 補 佐 1 1

係 長 2 2

専 門 職 3 3

主 任 1 1

一 般 職 員 3 2

研 究 職 $5 35

部長等研究 員 10 11

室長等研究 員 13 12

研 究 員 12 12

曹一

合 計 47 46

■

■

一7一



設立目的と機構

3職 員

昭和54年3月30日 現在

所 属1官 職 名1氏 名
一 ― 一一,

所 長 文 部 技 官,所 長 伊 藤 延 男

庶 務 課 文部事務官,庶 務 課 長 松 原 尚 躬

文部事務官,庶 務課長補佐 西 山 博

庶 務 係 文部事務官,庶 務 係 長 出 口 小 太 郎

文部事務官,庶 務 係 員 松 本 多 賀 子

会 計 係 文部事務官,会 計 係 長 斎 藤 朗

文部事務官,会 計 主 任 花 岡 忠 腕

文部事務官,会 計 係 員 正 藤 隆 ∠1三

事務補佐員 中 村 ひ ろ 代

技能補佐員 平 林 喜 多rt:

〃 高 成 一 雄

作業補佐員 大 塚 正 司

美 術 部 文 部技 官,美 術 部 長 川 上 輕

文 部技 官,主 任研 究官 田 村 悦 子

文 部技 官,主 任研 究官 柳 澤 孝

文 部技 官,主 任研 究官 猪 川 和 子

文 部技 官,主 任研 究官 田 実 栄 子

文 部技 官,主 任研 究官 陰 里 鉄 郎

第 一 研 究 室 文 部技 官,第 一研究室長 宮 次 男

文 部技 官,研 究 員 鶴 田 武 良

第 二 研 究 室 文部 技 官,第 二研究室長 関 千 代

文部 技 官,研 究 員 三 輪 英 夫

芸 能 部 文部 技 官,芸 能 部 長 三 隅 治 雄

演 劇 研 究 室 文 部技 官,演 劇研究室長 佐 藤 道 子

文部 技 官,研 究 員 羽 田 剥

調査研究員(非) 松 本 雍

音楽舞踊研究室 文部 技官,音 楽舞踊研究 柿 木 吾 郎
室長

文 部技 官,研 究 員(併) 横 道 萬 里 雄

調査研究員(非) 山 本 宏 子

民俗芸能研究室 民俗芸能研究室長事務取扱 三 隅 治 雄

文 部技 官,研 究 員 中 村 茂 子

8
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一

設立目的と機構

`

●

所 属
一 一 　 　 　 一 　 一 一一

官 職 名1氏 名
一 一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 　

調査研究員(非) 仲 井 幸 二 郎

保 存 科 学 部, 文 部技 官,保 存科学部長 江 本 義 理

文 部技 官,主 任研究官 見 城 敏 子

文 部技 官,主 任研究官 門 倉 武 夫

化 学 研 究 室 文 部技 官,化 学研究室長

物珊 腕 剃 物理研究帳 働 取扱
馬 渕 久 夫

江 本 義 理

文 部 技 官,研 究t1 イ1川 陸 郎

文 部 技 官,研 究 員 三 浦 定 俊
,i物 研 究 室 文 部 技 官,ノk物 研究室長 新 井 英 夫

調査研究員(非) 森 八 郎

修 復 技 術 部 文 部技官,修 復技術部長 田 辺 三 郎 助

第一 文 部技 官,第 一修復技術 中 里 寿 克
修復技術研究室 研究室長

文 部 技 官,研 究1=1 西 浦 忠 輝

文 部技 官,専 門 職 員 茂 木 曙

第二 第二修復技術研究室長嚇務 田 辺 三 郎 助
修復技術研究室 取扱

文 部 技 官,研 究 員 増 田 勝 彦

第三 文 部技 官,第 三修復技術 樋 口 清 治
修復技術研究室 研究室長

文 部 技 官,研 究 員 青 木 繁 夫

情 報 資 料 部 文 部技 官,情 報資料部長 久 野 健

文 部技官,主 任研究官 江 上 緩

文献資料研究室 文部 技官,文 献資料研究 上 野 ア キ
室長

文 部 技 官,研 究 員 米 倉 辿 夫
写真資料研究室 文 部技 官,写 真資料研究 関 口 正 之

室長

文 部 技 官,研 究 員 河 野 元 昭

文 部技 官,専 門 職 員 橋 本 弘 次

文 部 技 官,専 門 職 員1 市 川 和 正

文 部技 官 野 久 保 昌 良
1

●
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皿 土地 ・建物

本研究所の主な建物は,東 京都台東区上野公園12番53号 所在の本館と,上 野公園13

番27号 所在の保存科学部実験室及び別館である。

土地は,本 館の敷地1,457nP保 存科学部実験室及び別館の2,658㎡ 敷地の計4,115㎡

である。

なお,建 物の面積 ・構造等は次のとおりである。

1建 物の面積 ・構造一覧

No.

一一

1

-

2

　 1-

3

-一

名 称 種目 ・構 造 建面積延面積
建 築年月
日
No.

一一

5

-一 一

6

-

7

名 称
一 一Ⅲ

別 館

種 目・
構 造

一

建面積
延面積
一 一一 一 一 一

㎡

462.?5
_一 一 　

1,950.41

建 築
年月日
一

45.3.25

-一 一一 一 一

〃

_　

53.3.20

本 館

事務所建
RC.地 上
2階 ・地 一

下1間

㎡

468.26

1,192.72
3.8.30

一 一,-

10.1.25

(32.11.303階増築)

事務所建
RC.地 下
1階地上3

階塔屋付

一

書 庫
倉 庫 建

RC.3階

64.63

201.80

渡廊下

(別館)

雑 屋 建鉄 骨 造

平 家

27.60
-

26.60

一一

渡廊下

(書庫)

雑 屋 建

RC.平 家

4.90
-7

'1

一

10.1.25

情報資料

部研究棟

事務所建
RC.地 下

1階 地上
3階

175.60

565.95

4睡
1部実験室

事務所建

RC.2階

338.44

684.91 37.3.28

一10一
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1

 

[

土地 ・建物

2建 物 の平面 図(各 庁舎の縮尺不同)

美 術 部

(本館No.1)

 

C

●

(地 階)

(Na2)

齊

庫

研
究
室

翼
倉原
庫版
一 一

研
究
室一 ⊥ ⊥ 判 資

隔 嗣一

室
饗 ㌧ 一
究
室

一

研
究
室

玄

研1
究

料

副 室
室1ll

:目7門 →

輩闘
冒lllllⅢllI

(No.3)

D 閏
庫

瀦

(一 一 階)

●
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Utiい 妊生物

庶務課 ・保存科学部(実 験室No.4)

b

一12一



「
　一 一一 一一一 一一一一一一一一 一 一 一一へ

土地 ・建物

芸能部 ・保存科学部 ・修復技術部

(別館No.5)

●

置

研究室

手洗

化学処理ア トリエ 第1修 復

ア トリエ

第2修復㎏
アトビ」曄

01

講 〉《

i減圧室

n

渡

廊

下

収 蔵 庫 研究室 保存科学部 長 室
修復技術
部 長 室O 燃蒸室

i

ラ ンプー

河
＼

(一 階)

●

●

(二 階)

-13一



土地 ・建物

うく D

(三 階)

辱

◆
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情 報 資 料 部(No.7)

土地 ・建物

●

■

原 板n

-

,ノ∫`'阿別τ ■

■

一. 1■

b披 械電

小 一 ル

Il

幽 馴
1 1

xX DS

胴

9

_/,(fl'1!所
1

　

男r・hi!所

一

ns～

(Ylyしし

_ : , .q曜

乙

ノト ル
＼、

■
1[

ll僻
ll

■■.齢

1

廊ドAJ
k「n ―

一 三 ;:

■

rll画脈水沈

oと 蜘 瓶

1階 平面図

舳

i
D

ヒ

識 庫

i

-一 一 　一 　.

!

■

J ■

Bl階'1'diifzl

卯

印 画 紙
現像ll欄.
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乾 煽 寮

フイルム水
洗現像ロ缶窟

■

"

'

邑1町ヨて

■

.

噛

●

●

■

第11×1A

■

一

II島犠

7iS21FrN
圏

1)S

一 一

X
■

DS
L

誕 := = = 卿 ; 肩1
階段室

1

噌1

階 段:if

i
ホ ー ル

1 1

・
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こ幽 、

]

ホ ー ル

1

圏■

■

コ∫真資塾僚

一

ii

2階'P-itu図

研 究聖 ●

b置 3階 平面図
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「
一一 …

1歳 出 予 算

Ⅳ 予 算

注()内 は補正後予算を示す。

区 分1人 件 剰 物 件 劇 施 設 剰 合 十
昌
昌
聞

昭 和52年 度

昭 和53年 度

千 円(
221,464)

246,192

(226,454)
235,39?

千 円

(84,254)

85,953

(97,583)

99,036

千 円

(104,000)

104,000

(11,153)

11,153

千 円

(409,718)

436,145

(335,190)

345,586

2科 学研究費

区 分

,一 一 一

昭和52年 度

昭和53年 度

特 定研 究
一 幽 一一 一 一

総 合 研究
一 一 一r_

一 般研 究 奨励 研 究 合 計

醐 金 額糊 金 額綴 金 額醐 金 額

一一

件数1金 額
畠_

千円i
41°,6° °'1

412,70011

4,500

3,000

千円1
71千 円

3

11,090

3,9001

0

0

千円0

0

12

8

千 円
26,190

19,600

内 訳

研 究 題 目1研 究代表劃 金 額1摘 要

千円
科学的方法による古彫刻の構造,材 質, 久 野 健 2,400 特定研究(1)
技法の研究

新設展示施設及び収蔵庫内の汚染現象と 江 本 義 理 3,200 〃

収納文化財への影響とその防除法

古美術,古建築の主要材料である木材と, 田 辺 三郎助 3,600 〃

その化粧材 ・接着剤の耐久性 ・強度及び
劣化現象に関する研究

文化財の虫微害防除法の開発 森 八 郎 3,500 〃

日本民謡歌詞の総合的研究 三 隅 治 雄 3,000 総合研究(A)

戦後における日本 ・東洋美術史学の発達 上 野 ア キ 400 一般研究(A)

に関する研究

中世絵画・彫刻作家資料の収集と研究 宮 次 男 3,000 〃

採幽縮図の研究 河 野 元 昭 500 一般研究(C)

●

の
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V調 査 研 究

■

1所 長

(1)日 本建築史の研究

従来よりの継続として行ってきているもので,本 年度は奈良 ・平安時代に重点を置

いた。

(2}日 本 建築構造技法の研究

従来よりの研究継続を行うとともに,特 別研究占美術(研 ラセ代表者田辺三郎助)の

一部として占建築構造材の力学的研究に参加 した
。(45ペ ー ジ参照)

(3)文 化 財保護制度史研究

従来よりの継続であって,従 来の資料を整理 し,次 の課題への準備とした。

(4}年 輪年代測定法の基礎的研究

新規に出発 した全 く未開拓の 分野であるので,

に,,.7.1の 予備的実験を行った。

基礎資料の 蒐集に つとめるととも

2美 術 部

∂

(1)概 要

美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれ らに関連のある西洋美

術についての基礎的調査 と専門的研究を行っている。美術部は現在2室 に分かれ,古

美術関係は第一研究室,近 代 ・現代 ・西洋美術は第二研究室が担当する。

調査研究は,美 術部所属研究員の専門領域を中心として 実証的 に進め られている

が,学 界現下の動向を把握するとともに将来の趨勢を洞察し,方 法においても成果に

一17一



調 査 研 究

おいても,基 礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く学界に寄与すべく努めている。そのた

め重要なる問題に関 しては共同研究を行い,ま た当部独自の光学的研究法を活用し,

す でに多 くの 成果 を収め た。本年度 より4力 年計画で情報資料部と共同の特別研究

「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」を行い,こ れに関する資料収集を推進している。

これ らの業績は 当部の機関誌 「美術研究」(昭和7年 創刊)に 発表し,大 部の成果

は臨時単行の研究報告書として刊行している。またわが国美術界の全般にわたる動向

を調査し,客 観的資料の提供を主眼とした 「日本美術年鑑」を編纂発行している。

以上のほか,調 査研究成果の一部を広 く一般の理解に資するため,毎 年1回 公開学

術講座を開催 している。

黒川清輝の遺産と遺作の寄附に基づいて創立された,美 術部(旧 美術研ラと所)の 黒

川記,.,,.;u,'L':は,黒田清輝の作IIIIその他関係資料を保管 し,毎 週一回,一 般に公開 してい

る。

■

第 一研究室

第一研究室の研究員は,日 本及び東洋諸地域の古美術について,各 々専門とする領

域 と時代を中心に調査研究を進め,主 要問題を捉えた共同研究を行い,ま た常に精密

な基礎資料の収集に努めている。その研究課題 と調査研究内客は②研究調査1舌動の項

に示す通 りである。

文部省科学研究費による共同研究としては 「科学的方法による古彫刻の 構造,材

質,技 法の研究」特定研究1・ 代表者 久野健),r戦 後における日本 ・東洋美術史学

の発達に関す る研究」(一般研究A・ 代表者 上野アキ),及 び 「中世絵画 ・1刻 作蟹

資料の収集と研究」(一 般研究A・ 代表者 宮 次男)の 一部を担当実施 したほか,

他機関の科学研究費による特定研究 「科学的方法による東洋古代中世絵画の材質 ・技

法に関する研究」(代 表者 東京大学教授秋山光和),海 外学術調査 「イン ド・イラソ

混成文化圏における大乗仏教美術の初期展開に関する学術調査」(代 表 蕎 成城大学

教授高田修)に 参加 した。

■

第二研究室

明治以降美術史の調査研究,並 びに現代美術の動向に関する資料の収集と調査を行
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っている。前者については時代的に西洋美術の影響が強いことか ら,そ れとの比較研

究を進めている。

現代美術の動向に関する調査は,集 積 した年度資料を整理し,そ の結果を 「日本美

術年鑑」として毎年公刊 してきているが,本 年度は昭和50年 及び51年(各1月 ～12月)

の内容を盛った昭和51年 並びに52年 版の各版を二次に亙り刊行し,引 つづき昭和53年

版の編集に着手した。

また本年は,黒 田清輝巡回展(千 葉)が 実施され,本 展開催にともなう研究事務

(作品選定,カ タログ制作,講 演会他)に ついては,第 二研究室がこれに当り,進 捗

させた。

(2)研 究調査活動

■

●

A一 般 研 究

1.日 本 彫刻史の研究

(1}古 代彫刻史の研究

木心乾漆像の奈良興福院阿弥陀三尊像,額 安寺虚空蔵菩薩像,京 都神護寺薬師如来

像の調査 ・撮影に参加した。また,塑 像については観世音寺の断片の調査を行った。

さらに古代彫刻史研究の一環として,中 国北魏後期の大原美術館石造三尊像その他の

調査を行った。(猪 川)

(2》 平安鎌倉時代彫刻史の研究

福岡円通寺旧蔵釈迦如来像,ほ か太宰府近辺の彫刻及び,佐 賀岩蔵寺像等の調査を

行った。在銘像では荏柄天神像,京 都仲禅寺仁王像ほかの調査を行った。(猪 川)

(3)尊 像別分類による彫刻の研究

香川観音寺ほかの二十余例の釈迦渥繋の彫像の調査を完了し,各 像についての調査

報告を研究会で発表 した。(猪 川)

2,日 本古代中世絵画史の研究

ほ)絵 巻物研究

概要においてのべた科学研究費による一般研究㈹との関連で,室 町時代土佐派の作

品について調査するほか,北 村家本 「中殿御会図」について,諸 摸本の照合,他 の似

絵遺品との比較等を行い,北 村家本の似絵絵巻における位置づけを試みた。また,ア

ー19一



コ
調 査 研 究

メ リカ合衆国他に流出した絵巻物や奈良絵本を調査 した。(宮)

② 仏浬繋図の研究

前年度に引続き,京 都国立博物館 「浬薬図の名作展」出陳作品,特 に橘寺本の 調

査。(柳 沢)

(3)密 教絵画の研究

日野原家十一面観音,某 家孔雀明王等の調査と図像学的な研究。(柳 沢)

(4)鎌 倉時代絵画の作家研究

別項共同研究の中世絵画作家研究の一部として,尭 尊筆聖徳太子勝髪経講讃図及び

蓮池図(共 に法隆寺蔵),JLV+lx筆 板絵神像(薬 師寺蔵)等 の調査。(柳 沢)

(5)古 代中世絵画の材質 ・技法に関する研究

別項の特定研究 「科学的方法による東洋古代中世絵画の材質 ・技法に関する研究」

に参加 し,醍 醐寺五重塔板絵の三断片,東 寺五大尊等の調査と有機色料について研究

を進めた。(柳 沢)

(6)在 米 日本仏画の研究

ハーバー ド大学ローゼンフィール ド教授 らと共同 して,ボ ス トン美術館をは じめア

メリカ各地の美術館,個 人所蔵作品の調査と研究を実施。(柳 沢)

3.近 世絵画史の研究

江戸洋風画の研究

前年度に引き続き,長 崎派の画家及び作品の調査を続行,並 びに亜欧堂田涛につい

ての調査をすすめた。(陰 里)

洋風画法による達磨図の調査を行った。(三 輪)

4.近 代 日本美術史の研究

(1)近 代風俗画についての調査研究を昨年度に引き続き行い,中 村貞以の伝記資料

蒐集,及 び明治以降の東京画壇を中心とした婦人像作品をまとめ,そ れぞれ発表し

た。(関)

② 近代 日本画における歴史画についての調査をすすめ,こ れを前田青邨の歴史画

として,そ の作品とともに発表 した。(関)

㈲ 近代 日本画における主要作家の印譜作成のため,収 集実施についての準備と調

査を行った。(関 ・陰里 ・三輪)

-20一



D

s

●

美 術 部

5.中 国絵画史の研究

(1)林 維源記念文化財団の招聰により53年7月18日 よ り8月12日 迄,故 宮博物院収

蔵元画,台 北市内私人収蔵明清絵画及び近現代中国絵画の調査並びに国立中央図書館,

台湾大学図書館において民国期画家資料の調査を行った。(川 上 ・鶴田)

(2)長 崎県立長崎図書館及び東北大学狩野文庫所蔵来舶画人資料の調査を行った。

(鶴田)

⑧ 大阪 ・橋本家所蔵来舶画人作品の調査

6.日 本近代絵画史の研究

(1)本 研究所所蔵の黒田清輝の作品を中心に主題と図像表現についての研究を続行

している。(陰 里)

② 大正期において極度に個性的な画家とその作品について調査 し,そ の成果の一

部を発表 した。(陰 里)

(3)明 治初期の洋画家百武兼行の画歴の調査を行った。(三 輪)

7.美 術部工芸史の研究

現在は陶磁 ・漆工 ・金工の研究員は不在で,染 織専門の主任研究官田実栄子が必要

に応 じこれ らの調査に当っているが主なる研究題 目及び調査活動は下記の通 りである。

に)近 世初期染織品の研究

② 小袖の研究

㈲ 伝統的染織技術の調査 ・研究

(4)上 代裂の研究

研究題 目の中,特 に力を注いでいる 「近世初期染織品の研究」に関しては,和 歌山

市の紀州東照宮伝来服飾類の調査,米 沢市の上杉神社蔵の上杉謙信所用袴類及びビロ

ー ド洋套の調査 ,宮 城県白石市の片倉家伝来陣羽織類の調査研究が昭和52年 度に引続

く研究として昭和53年 度の主なものである。「小袖の研究」は京都国立博物館蔵品 ・

名古屋の徳川美術館蔵品の調査研究を主 とし,片 倉家伝来黒縮子小袖の修復技術部と

の共同研究(修 復技術上の)を 続行する。「伝統的染織技術 の 調査研究」は長野県の

上田と飯田の紬の調査に赴いた外,日 本工芸会で昭和53年 度から3力 年計画で始めた

束博蔵 「白地風景模様茶屋染帷子」の復元メンバーになり調査研究記録を担当し,ま

た第15回 日本染織展の審査員として加わった。 「上代裂の研究」 は東博蔵品と昭和53
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年秋の正倉院展出陳染織品の調査を通 してすすめた。(田 実)

8.和 漢書道史の研究

(1)日 本書道の美術史学的研究

一 日本書道の遺品の精査研究一

円満を旨としたかと思われる平安書道の中で,多 少 とも筋骨のある書風を以て異彩

をみせている若干の書芸人の1人 が藤原佐理であって,私 の関心を引く。彼れの遺品

のうち釈読解義等の基礎にいろいろの難問のあ る 「去夏帖」について想を新 らたに し

て考察 し,日 本建築史その他にとっても重要な榑(く れ)の 単位 「村」に逢着 し,r正

倉院文書』等の広範な調査によって,こ れに解決を与xた 。(田 村)

(2)基 準古筆切の集録研究

古筆切の採訪 ・整理は本筋の書道史研究の重要な資料であるのみならず,文 学 ・史

学にも貴重な材料を提供するものであるか ら,諸 所の手鑑その他に収め られる古策切

の撮影にはじまって,そ の時代 ・筆者 ・品名等を明らかにして分類 ・整理 し,上 記諸

学の研究者に便を与えようとしている。特に絵巻の詞書を切った古筆切は絵画史研究

に不可欠のものであるので,こ れに注意をむけ,天 理 ・旧松永本源氏物語絵巻につい

て,そ の断簡をもととする考察をほどこした。(田 村)

㈲ 日本書道の文字学的研究

一 特に異体字の研究一

前年度に引きつづき作成のカー ドは年々増加 している。(田 村)

B特 別 研 究

「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」

(研究代表者 美術部第一研究室長 宮 次男)

研究 目的

本研究は,わ が国の中世 ・近世・近代の絵画 ・書蹟 ・彫刻等の うち,落 款 ・印章 ・

賛文 ・銘記を有する作品を対象として,こ れらの資料を極力調査収集し,そ の基礎資

料Y'よ って,作 品の鑑別,真 偽判定等を行い,作 家研究を推進するものである。

実施要領

1.中 世以降近世までの彫刻作家約500人 を選びだし,そ の作品及び関係銘記の資料
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を収集整理 して研究を行 う

2.東 京国立文化財研究所が現在所蔵 している近ill:画家箏約450人 の落款 ・印章の写

真資料をJに 調査研究をはかるとともに,重 要作品及び主要画家等で資料の欠けて

いるものの文献 ・写真資料の収集 ・調査を行 う。

3.近 代美術の分野では,明 治以降主要日本画家の印';df:作成を行い,洋 画家について

は主要作品のサイン写真の蒐集につとめ,そ の成果の一部を得た。

4,こ の研究は,美 術部情報資料部のタ髪同研究により遂行するものである。

■

■

C科 学 研究費

「中世絵画 ・彫刻作家資料の収集と研究」

(一般研究(A)研 究代表者 宮 次男)

分担課題

(1)仏 師及びその系1鞠こ関する研究(久 野 ・猪川)

② 絵仏師の伝記並びにその流派の研究(柳 沢 ・関口)

(3)絵 師 の伝記とその画系についての研究(宮 ・田村 ・江上 ・米倉)

(4)水::;_4画家伝の研究(鶴 田)

本研究は,わ が国中世(鎌 倉～室1町時代)の 絵画 ・彫刻等の作家に関し,作 品は勿

論,信 頼できる文献,造 像銘,奥i,11,落 款,印 章等から,そ の作家に関する資料

を収集し,整 理研究す ることによって,当 核年代の作家の伝記 ・系一ar.:・作品等の実体

を明らかにす ることを日的 とす るものである。

1.彫 刻分野では文献の収集と'F行 して,本 年度 も仏像の胎内銘や納入物に記され

た作家名及びその伝記の収集を行った。従来紹介されている胎内銘等の収集はほぼ終

ったので,本 年度は,そ れら所蔵 牟院から直接写真資料の提供を受け,そ れを複写し

て資料の充実をはかり,ま た撮影可能なものは,新 しく撮影 した。その他,京 都にお

ける院派の在銘彫刻の調査をはじめ,兵 庫県の鶴林 牟,相 応峯与,浄 土J:の 諸像,大

阪壷井八幡宮神像,神 奈川荏柄天神像等,こ の時代の遺品を現地調査 した。

2.絵 画分野では,筆 者の判明する作品の調査 ・撮影に重点を置いた。絵仏師関係

では13世 紀前半の代表的絵仏師尊智筆と比定される 「聖徳太子勝髭経講賛図」1頓 と

「蓮池図」2曲 屏風(共 に 法隆 寺蔵),ま た 同時代の南都絵師尭尊筆 「聖皇曼茶羅」
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(建長7年,法 隆寺蔵)及 びその弟子発嚴筆 「板絵神像」6面(永 仁3年,薬 師寺蔵)

に関 し調査 ・撮影,そ の画風について検討を加えた。絵師関係では,伝 藤原信実筆の

「随身庭騎絵巻」と 「中殿御会図」(摸本)を 中心に,似 絵の画系についての研究を推

めた。また,土 佐光信筆の 「北野天神縁起」3巻(北 野天満宮蔵),土 佐光茂筆 「当

麻寺縁起」3巻(当 麻寺蔵),狩 野 ・土佐合筆 「当麻寺縁起」3巻(奈 良個人蔵)等

の調査 ・撮影を行い,土 佐派様式の展開について検討を加えた。

3芸 能 部

(1)概 要

芸能部は,日 本の伝統芸能の保存に資するために必要な基礎的研究を行 うことを口

的とし,演 劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室より構成されている。

芸能部の研究目標 としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する

研究などがあり,そ の研究に必要な資料の収集 ・整備 ・記録の作成としての撮影 ・録

音 ・録画などの作業を行 う。また研究の結果は刊行 ・研究発表会 ・公開学術講座の開

催などによって公表する。

本年度は,共 同研究としては 「狂言の技法の研究」「陰嘘子の構造の研究」「民驕の

研究」「民俗芸能の民俗的基盤の研究」等の課題について,研 究員が2,3名 ずつ組を

つ くって調査研究を行った。また,日 本学術振興会の研究費による国際共同研究 「イ

ン ドネシア音楽の民族音楽的研究」の第一次調査 としてインドネシア,オ ース トラリ

ア,二s一 ジーラン ドの現地調査を行った。

また,各 研究員は個々に研究課題を選んで実証的な調査活動を行いつつあるが,い

ずれ もそれは文化財行政に直接寄与する基礎的な調査研究であると同時に,従 来立ち

遅れ気味のわが国の芸能研究を推進せしめ,日 本芸能学の樹立に貢献する力ともなる

研究である。特に,演 劇研究室を中心とした寺院行事の研究や,音 楽舞踊室における

メログラフを用いての長唄 ・民謡や祭唯子の分析的研究や,民 俗芸能研究室における

芸能の伝承方法の研究などは従来の学界には求め られなかった先駆的研究である。

刊行物 としてはr芸 能 の科学』10「 芸能論考V」(執 筆者 山本 ・柿木 ・中村 ・三

隅 ・羽田)を 刊行 した。

P

◎
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恒例の公開講座は,「 箏の技法」をテーマとして53年12月 に朝日講堂で開催 し,ま

た研究者を 対象とした 連続研究発表会は 「法会と芸能」(担 当佐藤)の テーマで53年

7月 に行った。また,視 聴室舞台において,実 技分析と古典研修を目的とした 「太神

楽研究会」を太神楽曲芸協会と協力 して行い,ま た,各 研究室において,外 部研究

者,芸 能伝承者等の参加を得て,「能楽技法研修会」「狂言伝書輪講会」「民謡研究会」

等の研究会を毎月定期的に行 った。

演劇研究室

演劇研究室は,「1本;iビ典演劇について芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究を行い,ま

たこれ ら諸芸能の瑚辺にあって伝統芸能の成 」.に深い関係を持つ諸分野についても,

調査研究を進めている。

本年度は,個 人研究として 「、lf院芸能の研究」「能の演出史の研究」を行い,共 同

研究として 「狂「‡の技法の研究」,他 の研究室との協力により 「陰嘱子の構造の研究」

を行った。

音楽舞踊研究室

口本の音楽及び舞踊について,芸 術学的音楽学的調査 ・研究を行い,ま た,こ れら

伝統芸能の成立に深い関係を持つ周辺分野についても調査 ・研究を進めている。

本年度の個人研究は 「古典箏曲及び現代箏曲の技法」「日本の箏 とアジアのツィタ

ー属」「五木の子守唄に見る子守唄の原理」が行われた
。

また国内調査 としては徳川家所蔵の資料を中心とする 「琉球式楽関係資料の調査」

を行い,海 外調査としては 日本学術振興会の研究費による国際共同研究 「イン ドネシ

ア音楽の民族音楽学的研究」の第一次調査として,日 本の歌の源流を探るべ くイン ド

ネシア,オ ース トラリア,ニ ュージーラン ドの現地調査を行った。

また海外での優れた舞踊eauの研究として「BenishNofation」 の予備研究を行った。

民俗芸能研究室

iI各 地に分布伝承する民俗芸能を対象とし,そ れらの芸能の保存 ・活用に資する

ために必要な研究を行っている。本年度は,一 般研究 として 「民俗芸能の民俗的基盤

一25一



調 査研 究

の研究」」民俗芸能伝承方法の研究」「民謡の研究」「話芸 ・寄席芸の研究」「風流系

太鼓踊の研究」「太神楽の技法及び演出の研究」を行った。文部省科学研究費による

研究としては 「日本民謡歌詞の総合的研究」(総合研究研究(A)代表者三隅治雄)を 昨

年に引続き第2年 度調査研究を実施した。また,例 年行われる全国及び地方別の民俗

芸能大会に出場した芸能の撮影録音を行った。

●

o

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.民 謡の研究

日本の民謡の研究において,民 謡の芸謡的要素を無視してはその全き姿をとらえる

ことができないという観点より,上 代から近世に至る日本の歌謡伝承の上に占める芸

謡の位置を究明する目的をもって,前 年度に引き続き近世歌謡の分析を行い,あ わせ

て童唄の遊戯唄の芸謡的要素についての調査研究を行 った。また毎月一回定期的に外

部研究者及び演奏家を招いて研究会を催し,各 種の討論討議を行 っている。(仲 井 ・

三隅 ・柿木 ・中村)

2.民 俗芸能の民俗的基盤の研究

芸能を,そ の行われる季節 ・場所 ・参加者(演 者 ・観客を含む)な どの面か ら取 り

あげる連続 した研究の一環 として,「道中の芸能」 に関する調査研究並びに 「道中の

芸能」を生む基盤 となった,と こよ信仰とそのとこよ神送迎の祭儀に関する調査研究

を行 った。(三 隅 ・仲井)

3.話 芸 ・寄席芸の研究

落語を主として話芸 ・寄席芸を対象とす る近世芸能の研究を安原 コレクシ ョン邦楽

レコー ドの整理を通じ続行中である。(三 隅 ・仲井)

4.民 俗芸能伝承方法の研究

各種民俗芸能の伝承方法Y'つ いて資料の収集 ・分析を行った。(三 隅 ・中村)

5.風 流系太鼓踊の研究

じんや く踊の資料収集 ・その分析の結果をまとめて芸能の科学に発表 した。(中 村)

6.太 神楽の技法及び演出の研究

毎月一回の演技者 との研究会の成果として芸術祭参加公演を行った。(中 村)
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芸 能 部

7.寺 院行事の研究

寺院行事が内包す る多種多様な要素の中から芸能的要素を抽出し,各 宗派にわたる

総合的比較研究を行い,そ の変遷 ・分化をあとづけることを一貫 した目的 とするが,

け か え

本年度は 「悔過会」の史的変選の研究に主眼を置き,六 国史をは じめ公卿 日記等の史

料に記載された悔過会記録の調査を行った。 また41年 度以降継続的に実施している

「東大寺修二会の研究調査」については,54年 度ill行予定の研究調査録第三lll}のため

の補足調査を行った。(イろ1藤)

8.狂 言の技法の研究

前年度に引き続き,諸 台本に記載された狙言の嘱子'拝について調査 した。また,部

外の研究者と共同で,貞 享松井本の剛il,治 本を輪読,狐 一言の演川の時代的変遷 ・流

派間の異同について調査 ・検討中である。(羽 田)

9.陰 難子の構造の研究

歌舞伎音楽の重要な要素である陰嘱子の構造の研究。墓本資料である伺帳(実 演の

手順の記録)の 中から通行演0120種 に関するものを選び,そ の内容をカー ド化 して

分析を行ないつつある。(横 道 ・羽田)

10.能 の演出史の研究

能の演出の変化を面 ・装束 ・型 ・難子などの構成要素の変遷をたどることによって

あとづけることを目的とした もので,本 年度は昨年に引き続き"装 束"に 関する調査

を行 った。(松 本)

11.伝 統歌曲の音楽分析的研究

伝承 ・記録 ・保存のための基礎研究 として伝統歌曲をメログラフを用いて音楽的に

分析 し,そ の音楽性を音楽学的に解明するもので,本 年度は謡曲の 「井筒」及び民謡

「五木の子守唄」の記録作製 と分析が行われた。(柿 木)

12.琉 球式楽の研究

徳川家所蔵の史料及び楽器を調査することによって,今 は失なわれている巾国系の

合奏音楽である琉球式楽の実態を探求 した。

13.箏 曲技法の調査

生田流と山田流の箏曲における古典的技法を比較調査し,各 技法や名称の異同を明

らかにした。また,野 坂恵子,宮 下伸lll・」氏の協力により,現 代箏曲に定着 しつつある
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澗 査 研 究

技法を調査記録した。(柿 木 ・山本)

B日 本学術振興会研究費

イン ドネシア音楽の民族音楽学的研究

(国際共同研究 研究代表者 柿木吾郎)

日本の民謡を中心とする伝統歌曲には,ア ジア各地の歌と強い近似性を示すものが

少 くないが,特 にイソ ドネシア(ス ソダ地方)の 歌は音組織や旋律法の点で本土や琉

球地方の民謡とよく似ている。本研究は現地の研究者と協力して,こ の問題を解明し

ようとするもので,ま ずイソドネシアで現地調査を行い,ま た南太平洋地域でのイン

ドネシアの歌の音楽性を明らかにす るため に,周 辺地域 としてオース トラリア北部

(アーネムランド)及 び 二1ジ ーランドをも現地調査 した。(柿 木 ・三隅 ・橋本 ・

山本)

●

4保 存科学部

(1)概 要

文化財の材質 ・構造に関する科学的分析研究,並 びに文化財のおかれている保存環

境の自然科学的研究を行い,こ れ らを基礎として文化財の保存に関する技術的研究を

行っている。研究の成果は文化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役立

て られている。また文化財の年代測定 ・産地推定の基礎的研究も手掛けている。

研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室の3室 か らなっている。

調査研究の結果は,修 復技術部との共同の機関誌 「保存科学」により公表される。

化学研究室

文化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学的調査研究を含む。)並 び

にその結果の公表を職務としている。

具体的には微量分析及び非破壊分析による無機及び有機物質の材質 ・技法・劣化に

関する研究 展示 ・保存環境における汚染因子の究明とそれらの文化財への影響に関

する研究及び材質劣化防止に関する研究を行っている。
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保存科学部

物理研究室

文化財及びその保存に関する物理的調査研究並びにその公表を職務としている。文

化財臼体の構造 ・強度等の力学的試験を行い,X線,γ 線のラジオグラフィーによる

内部構造,欠 陥,虫 害,腐 朽の解明を行 っている。また赤外線テレビによる銘記,下

絵等の判読等に リモートセンシソグの手法を取 り入れる試みを行っている。

また保存環境に関し,採h照 明,温 湿度等の影響とその防止の研究を行う他,展

示,収 蔵,梱 包輸送の際のquit:条何・の設定と調節技術を開発し,新 施設を使用する際

の必要な処置の研究を行っている。

生物研究室

文化財及びその保存に関する生物学的調査研究並びにその公表を職務としている。

徽 ・細菌 ・昆虫等による文化財の被害調査並びに徽 ・細菌 ・昆虫等の採取 ・培養 ・同

定及びそれらの殺菌 ・殺虫等の防除用薬剤の選定と方法の研究と,実 施の指導を行っ

ている。

以一iの各研究室の担当研究11のkl∫門分野の基礎lrJ研究 のほか,複 合的な判断,処 置

を必要とする研究対象に対しては部内,部 外(他 研究機関を含む)と の共同研究が行

われている。

特別研究 「石造文化財の保存,修 復に関する科学的研究」は修復技術部 との共同研

究で,3力 年継続の第2年 次として,石 の材質及び劣化現象の調査,研 究を行 った。

受託研究は,「 史跡虎塚古墳彩色壁画保存のための調査研究」及び修復技 術部 と共

同の,「 国宝,重 文日光社 寺建造物に関する研究」が行われた。

科学研究費による研究は,特 定研究r白 然科学の手法による遺跡 ・古文 化財 の研

究」において,計 画研究 ・3力 年継続の第3年 次として保存科学部門に当部研究者を

代表者とする2課 題 及び材質,技 法,産 地部門にそれぞれ分担参加 している。

c

(2)研 究調査活動

σ

A一 般 研 究

1.文 化財の材質構造等に関する研究

(1)非 破壊分析 ・微量分析
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調 査 研 究

1)古 代ガラスの研究

東洋古代ガラス49点 をプラズマ発光分光分析器(ICP)に よ り分析。各試料につ

き18元 素の定量を行 った。材質技法等を総合的に研究するもので,地 域による組成の

差異,色 と微量元素含有量の相関で考察した。(東博 との共同研究)(馬 渕)

2)鉛 同位体分析

昨年度 より引続き,日 本,朝 鮮及び中国の方鉛鉱につき鉛同位体比の精密測定を行

い,デ ータを集積中である。(特 定研究 「鉛同位体比測定による考古遺物の産地研究一

代表者 山崎一雄」の分担研究)(馬 渕)

(2)年 代,産 地の標準的試料等の材質に関する分析データの蓄積

三角縁神獣鏡,画 像鏡,神 獣鏡,獣 帯鏡等11面,金 銅仏6体,古 代ガラス,彩 色顔

料,出 土鋳型,鉱 津等につき,X線 分析により材質を分析,技 法との関連につき研究

を行 った。(江 本)

(3)建 造物彩色復元のための顔料材質調査

国宝 ・京都:本 願寺唐門彩色

昨年度に引続き,欄 間,唐 破風内彫刻,組 物等に残存 している彩色顔料をX線 分析

により判定し,復 元彩色の資料とした。(江 本)

(4)和 紙の電子顕微鏡写真の撮影による基礎資料の蒐集(門 倉)

㈲ 赤外テレビによる古文書の判読

多賀城跡出土の古文書紙片を赤外テ レビジョンを用いて撮影し,墨 書の判読を可能

とした。

江田船山古墳出土鉄剣の銀象ガンを撮影,調 査に協力した。(石 川)

2.文 化財の保存及び展示環境等に関する研究

(1)施 設 内の保存環境の調査

展示室 ・収蔵庫内の温湿度,照 明等の環境の測定,新 設展示施設のシーズニングの

検討を行い,展 示 ・保存環境の適否に関し調査を実施 している。(石 川)

1)静 岡:清 水市立文化会館

2)奈 良:橿 原市千塚史料館

3)埼 玉:東 秩父村収蔵庫

4)愛 知:名 古屋市立博物館

5)山 口:山 口県立美術館
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保存科学部

6)広 島:広 島県立歴史民俗資料館

7)群 馬:群 馬県立博物館

② 展示施設の光源の選択

展示に用いる照明光源として螢光灯が主体となっているが,最 近は高圧水銀灯の演

色性を良くしたものも使われ始めている。これ らの光源の分光特性を測定し,そ の適

否に関 し調査研究を行っている。

また白熱電灯をi心 に展示を行っている所もあ り,熱 線による影響を受けぬようフ

ィルターの選定も行っている。(イi)II)

(3)外 国 美術品の国内展示における会場内の保存環境調査及び指導

アソ ドレ・ールローと永遠の日本展(53年11月 ～12月 於川光美術館)の 準備のため

の温湿度調整と照明の指導を行った。(石 川)

(41密 閉 ケース内の微気象変化の対策の研究

湿度調節剤の使用が,ケ ース内 ・梱包内の湿度調節に成果を上げているが,粒 状の

ため扱いに くい欠点がある。その欠点解消のために湿度調節剤(ゼ オライ ト,科 研ゲ

ル)と 和紙との併用による方li¥の湿度調節能力を検討している。(見 城)

(5)ア ル カリ汚染因子の確認

造 りたてコンクリー ト施設の雰囲気をアルカリ性にする汚染因子の実態を究明する

ため,コ ンクリート室内雰囲気中のCa,Mgを 原子吸光分析 により定量を 行った。

(見城 ・馬渕)

(6)環 境中の粉 じんの研究

パーティクルカウソターによる粉じん粒子の挙動を追究すると同時にアソダーセン

サンプラーによって採取 した粉じんの組成について,X線 マイクロアナライザーで分

析 した。

浮遊粉 じんからFe,Mn,Ca,K,Si,Cl,S等 を検出しているが,こ れ らの割合は

地域 ・粒子の大きさによって異なる。1μ 以上の粒子はCa>K,小 さい粒子はCa<K

であ った。

実地調査として,京 都妙法院蓮華王院本堂に,銀 板をセットした シャーレを 設置

し,粉 じんの影響について実験中である。

粉 じんの防除法としてエアークリーナーによる浄化法を検討し,試 験室内に浮遊す
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調 査 研 究

る粉じんを80%以 上除去することに成功した。(門 倉)

3・ 文 化財の生物劣化とその防除に関する研究

(1)爽 態調査 と防除対策

文化財に被害を及ぼす生物(微 生物や昆虫など)の 実態調査は,継 続的に実施 し,

被害の状況に応 じて防除対策を検討 して助言 ・指導を行っている。本年度は下記の調

査と生物劣化防除を実施 した。(新 井)

1)天 理参考館の密閉畑1蒸(53・5)

2)増 上寺経蔵及び宝蔵庫の生物被害調査並びに密閉燃蒸(53・5～6)

3)イ ラク国アル ・タール遺跡出土遺物の減圧燃蒸(53・5)

4).tス トン美術館展において展示ケースに発生 した昆虫の調査と対策(53・5)

5)桂 離宮解体修理再建材の薬剤処理(53・6)

6)東 博に寄贈された屏風等50点 の虫害調査と減圧燵蒸(53・7)

7)瑞 巌寺障壁画のカビの調査(53・7)

8)米 国巡回日本民俗芸術展展示品の被覆燃蒸(国 際交流基金による)(53・8)

9)宮 内庁書陵部書庫の生物被害調査(53・9)

10)欧 州巡回日本木彫展展示品の被覆燃蒸(53・11)

11)新 設福岡市立美術館の煙蒸設備設計の検討と指導(53・12)

② 合成樹脂に発生する徽の原因と対策

貝塚や,住 居跡等遺構を保存する場合に合成樹脂で固定する必要がある。本年度か

ら加曽利貝塚で,メ チルメタアクリレート(MMA)に よる貝層並びに住居跡の固定

の実験が始め られた。この合成樹脂の使用に伴って発生する徽の原因と対策の研究を

開始 した。(新 井)

(3)低 毒性防腐 ・防徽 ・防虫剤の検討

薬剤の人間に対する安全性の観点から,低 毒性の薬剤について,防 腐 ・防徽 ・防虫

効力の検討を行っている。(新 井)

(4)燃 蒸剤の安全廃棄法として活性炭の有効性についての実験検討(門 倉)

4.国 宝 ・高松塚古墳壁画修理事業への協力

本年度より壁画修復処置が再開された。開口時及び閉塞時に石室内環境,壁 面状態

の調査を行い,作 業時の環境保全に関 し協力した。(江 本)
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5.未 開ロ石室内の環境に関する研究

未発掘古墳の石室内の温湿度,空 気組成,微 生物囚子を調査研究 し,そ れ らの特性

を明らかにすることは,発 掘後の環境条件の設定等の保存方法の策定 に不 可欠であ

る。

機会をとらえて現地調査及び関連の研究を進めている。本年度は下記の古墳で調査

を行い,考 古学的調査に協力 した。

1)茨 城 勝田市:十 五郎横穴 三基(見 城 ・門倉 ・新井)

6.考 古遺物 ・遺跡等に関する考古化学的及び保存に関する研究

(1}北 海道 ・1:zY,開 陽丸引揚げ遺物の研究

貨幣 ・分銅 ・食器類nJ:につ き螢光X線 分析(非 破壊)に より材質研究を行った。

各種遺物の脱塩及び保存処理について指導 した。(防 錆処理後の状態か ら)脱 塩処

理不足を是IEし,修 復技術部の協力を得て皮革製品の処理法が確立された。(江 本)

② 占墳の保存対策

1)熊 本:小 田良古墳

2),1.;;11X:梶 山古墳

彩色顔料 ・析出物の分析,埋 戻 し時及び保存施設の環境保全対策に関し調査,助 言

を行った。(江 本)

(3)イ ソ ドネシア ・ボロブ ドール遺跡

修復時に発生した析出物に関し,現 地保存科学研究所により採取され,千 原大五郎

氏(ボ ロブドール保存委員)が 持参,依 頼された試料6点 について材料分析及び微生

物分析を行った。(江 本 ・新井)

(4)出 土漆紙の調査研究

多賀城跡より出土 した漆紙か ら赤外線TVに よって文畜の解読 を可能 に した。ま

た,素 材の性状について調査研究を行った。(石 川 ・見城)

7.漆 及び漆工品に関する研究

(1)漆 中の金属を原子吸光分析により定馳し,漆 の種類,産 地の相違の判別を試み

た。(見 城)

(2)建 造物の漆塗装にみられる種々の劣化過程を解析 し,劣 化環境の条件を究明し

た。(見 城)
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(3)古 代漆膜の顕微鏡検査,赤 外吸収スペク トル測定,示 差熱分析を行い,古 代の

漆工技法を推定した。(見 城)

(4)法 隆寺献納宝物特別調査(東 博)

本年度の技楽面調査に参加 し,螢 光X線 分析により,非 破壊的に彩色顔料 ・漆下地

等の材質判定,赤 外TVに より墨書 ・墨線 ・下絵等の判別のための撮影を行った。

(江本 ・石川)

●

B特 別 研 究

石造文化財の保存 ・修復に関する科学的研究(3年 継続 第2年 度 保存科,.部

修復技術部共同研究)

石造文化財に関 し,石 質の劣化機構の解明,保 存管理方法及び強化修復技術の確立

を総合的に推進させるのを目的としている。

本年度は下記のように調査研究を行 った。

(1)石 材の標本資料の作成

花闘岩はじめ12種 の試料につき,薄 片プレパラート,顕 微鏡写真,鉱 物組成等に関

す る資料を作成 した。(江 本)

(2}化 学的劣化に関しては,大 分県下8件 の磨崖仏周辺の石材試料22点 について19

元 素の放射化分析結果から,石 質劣化による化学組成の変化を研究,風 化生成物の成

分の変化についても分析を行っている。(馬 渕 ・見城)

(3)生 物劣化については,大 谷磨崖仏 ・大谷石の劣化石材の微生物分析を行った。

(新井)

(4)日 照,夜 間放射の影響を知るため,石 材表面の温度勾配を大谷磨崖仏 におい

て,測 定 した。(石 川 ・三浦)

(5)現 状調査は,重 文大谷寺磨崖仏,重 文箱根石仏群 ・石塔,史 跡奈良春日山,地

獄谷石窟仏等につき劣化 ・破損状況につき調査を行った。

(6)劣 化 した石の強化のため,薬 剤による含浸処置についての基礎実験として,試

験片(大 谷石)を 各種薬剤(ア クリル樹脂,エ ポキシ樹脂,シ リコーン樹脂,水 酸化

バ リウム等)で 含浸処理 し,そ れ らを人工的に劣化させてその劣化度合を物理的 ・化

学的に検討する試験を実施 した。(樋 口・西浦)
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西 ドイツ,プ ロイセン博物館群 ラトゲン研究所(ベ ル リン)ヨ ゼフ・リーデラー所

長の6月19日 より1ヵ 月間の来 日(学 術振興会招へい)を 期に,大 分県下 ・磨崖仏,

佐賀県下 ・装飾古墳,奈 良市春 日山,地 獄谷石窟仏,大 谷磨崖仏の現地調査に同行 し,

本邦石造文化財の実態と保存 ・修復処置の実際を見学 し,ド イツにおけ る調査法,修

復処置法につき,意 見交換 ・討議を行い,種 々褥 る所があり有意義であった。

●

C受 託 研 究

1.史 跡 虎塚古墳彩色壁画保存のための調査研究(茨 城)

前年度に引続き48年9月 埋戻 し後の石室内環境条件の消長を,4月,7月 に調査 し

た。

10月27日 ～11月1日V'`,保 存 施設設計に際 し,石 室の細部確認,測 量,壁 画の彩色

顔料剥落止めに関する調査のため,石 室が開口された。従来のデータの確認 と,こ の

調査を機会に行われ る一般公開の際,石 室の安定 と埋蔵時の環境を維持するよう,断

熱材を用いた仮設前室施設内で二重ガラス窓を設けて,玄 門部で閉塞し,2日 間の見

学が行われた。1日 約4,000人 の見学者があった。 これ らの調査期間を通し,保 存科

学上の指導,協 力を行い,石 室内に大きな影響を与えず終了し,再 び埋戻された。

調査及び公開中は石室内,前 室の温湿度を測定 し,前 湿の加湿等の環境の制御によ

り石室内は,温 度16～17°C,湿 度ほぼ100%RHを 維持 し,公 開中 も大きな変化は見

られなかった。開 口により石室内の微生物は2～3倍 に増加 したが,封 鎖後の殺菌処

置により,埋 戻 し後33日 目の測定時には開 口前の状態に戻っており,温 湿度 も旧態16

°C
,100%RHに 戻 り安定 していた。

本年度も関連調査 として,十 五郎横穴群の発掘調査が行われたが,そ のうち3基 に

ついて開口前横穴内環境調査を行った。(江 本 ・新井 ・見城 ・門倉)

2.国 宝 ・重文 日光社寺建造物の保存に関する研究(栃 木)(修 復技術部と共同)

(1}東 照宮本殿 ・透塀の上下長押に施された唐油彩色,生 彩色の変裾色の原因究明

長押上下に設置した手板試料(群 青,緑 青,黄 土,朱,辮 柄一平彩色)の2年 後の

劣化 した状態を調査 し,朱,緑 青の経年変化から光と湿気の関係により,亀 甲文の変

槌色,剥 落が起っていることが予想でき,来 年度は湿気 ・光等に敏感なテス トピース
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を選定 して調査を行 う。

② 建築彩色に発生する糸状菌(カ ビ)の 防除法

1)修 理 した建築彩色に着生する糸状菌 の防除 法 として,サ イアベンダゾールの

0.5%エ タ ノール液の使用を検討してきたが,53年12月 完成の五重塔において,実 地

試験の結果糸状菌の拡大を阻止することを確認した。

2)膠 に薬剤を混合して糸状菌を防止することを検討 し,低 毒性薬剤のなかか ら,

パラクロロメタキシノール(PCMX)を 選 定した。

53年 度修復の二荒山神社 ・大国殿の背面 ・飛楯裏板の胡粉塗装にPCMXを 使用 し,

糸状菌の発生を阻止できることを実証した。(江 本 ・新井 ・見城 ・三浦 ・中里)

3.仙 台市伊達政宗墓所出土副葬品の保存処置に関する研究 皿(宮 城)(修 復 技

術部と共同研究)43頁 参照

●

D科 学 研究費

1.新 設展示施設及び収蔵庫内の汚染現象と収納文化財への影響とその防除法(特

定研究(1)研 究代表者 江本義理)

新営施設内の初期の保存環境に認められ るアルカリ性因子の実態の確認と,環 境が

安定 して展示 ・収蔵に適 しているか否かを判定するモニターの作成,及 び汚染因子防

除法に重点をおいた。

に)汚 染因子の確認

コンクリー ト雰囲気中の汚染因子として,セ メン ト水和物に関連あ る物質 であ る

Ca,Mgに 着 目し,原 子吸光分析による定量を行った結果,コ ソクリー ト雰囲気のア

ルカ リ性因子の原因 として,コ ンクリー トか ら放出されるCaが 大きく寄与 している

と判断された。

(2)環 境調査用モニター

前年度個hに 行った各種テス トピース について,実 験庫内で,コ ンクリー ト打放

し,杉 材内装の雰囲気を標準 として実験を重ね,変 色試験紙他4点 を組合せ,各 テス

トピースの変化から環境を総合的に判定す るモニターを選定 した。特に文化財の材質

に与える影響の判定 と,学 芸員が肉眼で判定できる方法に留意 した。

(3)汚 染 因子の防除法
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室内の環境汚染は空調機の運転によって軽減されるが,空 調機が設備されていない

小規模の収蔵庫に対する対策として,炉 過 ・吸瀞用の特殊フィルターを装備 した聖気

清浄機 「アルサス」を選定,新 設施設内で試験 し,粉 座浄化能力,Ca,Mg量,モ ニ

ター判定等により効果があることを認め,設 雌の必要1J.を確認 した。

2・ 文化財の虫害防除法の開発(特 定研究(1)研 究代表者 森 八郎)

3力 年の研究の総括 として次のようにまとめた。

(1)生 物劣化の対象としては,木 質文化財に・r:点を置いて実態調査を実施 した。

② 新畑蒸剤の弗化サルフリルを加え,市 販の燃蒸剤の殺虫殺菌効果を比較検討し

た。

(3)こ れ ら燃蒸剤並びに希釈剤(COz,フ レオンなど)の 材質への影響を検討し,

文化財を劣化す る虫やt.を 殺減するのに適 したkAfi蒸剤 として,臭 化メチル,弗 化サル

フリル,酸 化エチレンを選定 し,薬 量 ・燃蒸時間 ・温度等の燃蒸条件も決定 した。

(4)燃 蒸後の残留ガスの廃棄方法について検討 し,経 時的に取替えることのできる

回収装置を開発し,こ れを実用化 した。

(5)有 機塩素系の薬剤は安全性の観点から使用できなくなってきたので,こ れに代

わる低毒性薬剤について検討を加えた。特に,タ ケ材の防虫に比較的残効性のあるプ

ロチオフォス,フaキ シム等の有機 リン剤が有効であることを明らかにし,ま た,建

築彩色の防徽に有効な薬剤も選定 した。

以上のほか,他 の研究機関の研究代表者による計画研究に参加 した者の研究課題

分担者を次にあげる。

「金属製遺物の非破壊的方法による材質分析の凛理的検討」研究代表者 京都大学

文学部教授 樋口隆康

分担課題 金属のX線 分析(江 本)

金属の放射化分析(馬 渕)

「遺構の埋蔵環境 と劣化原象並びに保存処理に関する研究」研究代表者 奈良国立

文化財研究所 佐原 真

分担課題 埋蔵環境と劣化現象({C本)

「科学的方法による古彫刻の構造 ・材質 ・技法の研究」研究代表者 東京国立文化

財研究所 久野 健
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分担課題 古彫刻の材質及び構造に関する研究(石 川)

「古文化財保存材料としての天然漆についての科学的研究」研究代表者 東京大学

生産技術研究所 熊野難 従

分担課題 漆液組成の分析 ・漆液のレオロジー,漆膜の構造と紫外線劣化(見 城)

5修 復技術部

(1)概 要

修復技術部は,文 化財の修復に関する科学的,技 術的調査研究とその公表を主務と

す る部で,保 存科学部が,主 に文化財の保存にかかわる科学的分析研究をつかさどる

部であるのに対し,修 復技術部は,老 化破損し,あ るいは後世の付加物のある文化財

について,も との正しい状態に修理 し,あ るいは復元す る方法についての科学的,技

術的研究を担当している。

研究対象としては,絵 画,書 跡,彫 刻,工 芸品,考 古資料などは勿論,木 造構造物

の組物や細部に描かれた絵,石 造構築物などに及ぶ極めて広範囲の文化財があげられ

る。

研究組織としては,3研 究室6研 究員1専 門職員からなっている。

第一修復技術研究室

木材及び漆を主材料とする文化財の修復に関する科学的 ・技術的調査研究とその結

果の公表を主務とする。

第二修復技術研究室

紙,繊 維又は皮革を材料とする文化財の修復に関する科学的 ・技術的研究とその結

果の公表を主務とする。

第三修復技術研究室

石,金 属,土 又はその他の無機材質の文化財の修復に関する科学的・技術的研究と

その結果の公表を主務とする。

-38一

G

L



一

修復技術部

各研究室とも,経 常的な研究として,有 形文化財を構成 している材料,構 造,製 作

技法についての研究や,そ れらを修復するための伝統技術の整理体系化と科学的裏付

けの資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための臨床的

な研究などを実施してお り,と くに材質強化,補 強,接 合,剥 落防止,朽 損部充填等

について各種合成樹脂の応用と技法の開発に努めている。

これ らの研究過程においては,保 存科学部との共同研究が必要な部分もあり,ま た

部内においても,一 つの文化財が二つの研究室にまたがる複合的な材質か らなる揚合

も多く,そ れらについては各研究室員による共同作業によって研究が進 め られてい

る。これ らの詳細は次項に記す通 りである。

特別研究 「石造文化財の保存 ・修復に関する科学的研究」は,3力 年の継続研究の

第二年度として,文 献収集,調 査,実 験研究を行った。(42頁 参照)

また,受 託研究のうち修復技術部の関係では,

(1)重 文 日光男体山頂出土鉄製晶の修復処置研究

② 国宝 ・重文 日光社寺建造物の保存に関する研究(保 存科学部と共同研究)

(3)仙 台市伊達政宗墓所出土副葬品の保存処置に関する研究(同 上)

〔4)碗 文箱木家住宅柱材の修復処置研究

(5)国 宝大崎八幡神社拝殿板絵彩色の保存処置研究

(6)重 文福田寺経塚出土経巻の保存処置に関する研究

を実施した。

(2)研 究調査活動

●

A一 般 研 究

1.伝 統的製作技法及び修復技術の研究

修復技術部の経常lrJ研究 主題の一つ として,伝 統技法の調査研究がある。現在は彫

刻(木 彫像の木寄せ法,彩 色技法,金 銅仏鋳造技法),工 芸品(漆 芸 ・木工芸技法),

絵画 ・面跡の装洪技法,出 土金属工芸品の技法などを研究対象としている。これは作

品がどうい う材料を用い,ど の様に造 られているかについての実査を交えた資料蒐集

分析,過 去の修理記録及び実査データに基づ く,修 復技術の細部の分析を行い,こ れ

に科学技術がどの様に応用され得るかを明 らかに しようとするものである。
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(1)彫 刻 の製作技法,修 復に関する実査研究

本年度は,東 京国立博物館の依頼による法隆寺献納宝物中の伎楽面 調査 に参 加 し

て,そ の材質,技 法の調査を行い,ま た,ス エーデン大使館の依頼による同国民俗博

物館所蔵能面,長 崎県の依頼による対馬 ・海神神社の古楽面等の修復研究を通 して,

仮面の材質技法研究,資 料蒐集を行った。(田 辺)

② 漆芸技法の研究

高松塚占墳出土漆棺の保存処置及び文化庁保存事業の一つである蒔絵箏(国 宝 ・餐

日大社)の 摸造に関しては,先 年度 に引続 き製作技法修復技法について助言を行っ

た。(川 辺 ・樋 口・中里)

埼 玉県立博物館より八幡山古墳出土漆棺断片の保存処置を依頼され,ア ルコール ・

トルエン法による処置を実施中である。これに伴って幾内古墳(御 坊山,あ やy)池 ,

玉flll等)か ら出土 した漆棺断片について調査した。(中 里)

静岡浅間神祉の塗替え」二事に伴 う漆塗装の調査を数回にわたって現地 で行った。

(川辺 ・樋口・中里 ・西浦)

螺 剣技法胡査 のため 蝶螺釦鞍(明 治神宮),菊 螺釧鞍(某 家),沃 懸地螺釧須弥壇

(中尊 の,螺 釦如意,沃 懸地螺釦説明箱(醍 醐寺)を 実査した。(中 里)

(3)川1:3_属 工芸品の製作技法の研究

製作技法資料の蒐集と調査研究は継続 して行っているが,修 復処置を通 じてこれを

行うとともに,東 北大学蔵福島県跡見塚出土遺物などの実査をした。(青 木)

(4)装riYi技 法の研究

伝統技術の一つとしての装演技法に関する資料蒐集と調査研究は継続 している。承

要文化財指定会議の出品物に対 し,文 化庁に協力して,一 部糊差 し,繕 いなどの応急

修復処置を行った。(増 田)

2.合 成樹脂による彩色保存の研究

本年度は,奈 良県興福 寺の国宝三重塔内初重板絵及び宮城県瑞巌寺の国宝本殿仏壇

瑚囲の壁貼付,同 県松島町観瀾亭内床貼付並びに襖の彩色剥落止めについての調査研

究と施行指導を行った。実際の施行は,前 者は京都在住の宮本滋基氏,後 者は山形県

在住の杉山昌士氏によるものだが,施 行に当っては当研究所の研究員が現場で試行及

び指尋を行 った。(樋 口 ・中里 ・増田)
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また,奈 良県談山神社廟拝所内壁の彩色画に後年全面的に塗 り重ね られた黄土層の

除去についての研究依頼があり,蛋 白質分解酵素による黄土層の軟化を試みた。二種

の酵素で実験 し,現 場環境に適 したビオプラーゼを選んで現地で試行 した結果,作 業

の可能性に見通 しをつけるとともに実施段階での積卸:甚礎を作成 した。(樋 口 ・増田)

3.木 造文化財の合成樹脂による修復技術の研究

人工木材の諸物性についての基礎研究は,51,52年 度 に引き続き,科 学研究費(特

定研究)で 行われたが,そ の研究成果の一部であるアラルダイ トXN1023(ガ ラスマ

イクロバルーン混入エポキシ樹脂)に よる樹脂処置指導を桂離宮の解体部材の修復に

対 して昨年度に引き続 き行った。(樋 口,西 浦)

劣化朽損 した木質構造部材の補強方法として,材 のiさ 方向に溝を切り,そ こにエ

ポキシ樹脂を流し込み,さ らにそこに金属板,ガ ラス繊維等の補強材を埋め込む方法

を実験検討した。この研究は,来 年度以降 も継続するが,現 在迄の所,補 強材 と樹脂

との接着力が処置された材の曲げ強度に1も 影響し,金 属としては,鉄 がステンレス

鋼 よりも接着力において良好であるという結果が出ている。(樋 口・西浦)

4.石 造文化財の修復処置に関する研究

特別研究(42頁 参照)以 外では,咋 年度から引続いて行われている大分県重文熊野

磨塵仏(本 年度は不動明王像)の 修理に際 し,美 術院国宝修理所に協力して樹脂処置

を指導 した。(樋 口)

また,北 海道の重文1日日本郵船小樽支店の石塀などの修理における合成樹脂処置に

ついて事前調査 した。(樋 口)

5.金 属製品の修復処置の研究

東京国立博物館保管出土鉄製品の中か ら,新 しい修復技術の定着をはかる研究対象

として,兵 庫県亀山古墳出土眉庇付冑1個,茨 城県出土頭椎大刀一口,出 土地不詳玉

杖1個 他を処置した。(青 木)

香川県岡御堂1号 墳出土の短甲に対して,ウ レタソ樹脂による取上げから修復まで

一貫した処趾を行い好結果を碍た。(樋 口,青 木)

鉄製品に対するタンニン酸による防錆処II'1.としては,北 海道江差の開陽丸か ら取出

された日本刀にこれを試みその効果を観察中である。(樋 口 ・青木)

また,埼 玉県稲荷山古li'(}i土辛亥銘鉄剣の保存処置1こついての委員会の依頼で,そ
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の保存処置について協力した。(樋 口)

青 銅製品の保存処置法については,種hの 試験結果に基づき,本 年度か ら実際の遺

物についてベンゾトリアゾール法による処置を実施した。本年度はイラン出土の剣に

対して脱塩処理法を検討 しながら行った。(樋 口・青木)

金 銅製品の緑青のクリーニソグ法を定着させ る遺物として,本 年度,福 井県松岡町

出土天冠,群 馬県二子山古墳出土帯の保存処置を実施した。(樋 口・青木)

6.遺 跡,遺 構,遺 物の保存に関する研究

東北大学工学部応用化学科助教授小野発之氏を招聰研究員として招き,メ チルメタ

クリレー トモノマーの土中重合による住居跡 ・貝塚等の保存処置法の研究を加曽利貝

塚にフィール ドを設けて実験を行 った。(樋 口 ・青木)

地 層断面を薄 く剥 ぎ取 って保存する方法については,大 田区久ケ原遺跡のローム層

に対 して,酷 酸ビニール ・マレイン酸エチル共重合体を土に浸透させ,そ こにガーゼ

と麻布をアクリル揺変エマルションで貼 って1・5×3mの 剥 ぎ取 りを行った。(樋 口・

青木)

熊 本県三角町小田良古墳石障の保存に関し,保 存科学部と協力して実査 し,石 材の

樹脂処理について検討した。三重県新大仏寺の本尊の石造基壇(重 文附指定)の 移動

に伴 う発掘及び埋めもどしに際 しての処置について指導を行った。(樋 口)

江差市開陽丸出土木製品には,脱 塩後,水 を第三級 プタノールに置換 して凍結乾燥

を実施し,皮 革については脱塩後低濃度のホルマ リン水溶液にて再度糠 して乾燥 し,

ナ リーブ油エマルシ ョソにてやわ らか くした。(樋 口・青木)

奈 良県橿原考古学研究所の依頼により,太 安萬呂墓及び出土墓誌銘孔の保存に関す

る調査,研 究に協力した。(田辺 ・樋 口)

7・ 特別史蹟 ・国宝高松塚古墳壁画修理事業への協力

修復処置の実施にあた り,壁 画修復作業に参加 した。作業対象は天井から側壁へと

拡が り,55年 度 までの3力 年継続 して完成す る予定である。(増 田)

B特 別 研 究

石造文化財の保存・修復に関する科学的研究)(保 存科学部と共同研究,34頁 参照)

一42一

■

■



o

●

θ

修復技術部

C受 託 研 究

1.重 文 日光男体山頂出土鉄製品の修復処置研究(栃 木)

本件は3力 年継続の国庫補助による修理事業の一部であ り,今 年度はその最終年度

にあたる。

処置の対象は一括遺物中の剣,刀 子i短 刀など約150点 の鉄製品で,錆 のために脆

弱化した鉄製品にアクリル樹脂エマルションの減圧含浸を行って強化するとともに,

考古学的見地からの欠失部の修復を主 として行 った。実施に当っては文化庁美術工芸

課担当官の指導を受けた。(青 木)

2.国 宝 ・量文 日光社寺建造物の保存に関する研究(栃 木)(保 存科学部と共同研

究,35頁 参照)

3.仙 台市伊達政宗墓所出土副葬品の保存処置に関する研究く皿〉(宮城)(同 上)

昭和50年 度及び52年 度に引続いて行われている研究で,遺 物中の漆芸品類は調湿剤

を入れたアクリルケースでシーズニングしているが,こ の内特にキセル箱は木部が腐

朽 して漆膜のみとなっているので,こ の漆膜から同寸の木部を新造し,そ れに原漆膜

を移植する処置を行うこととし,昨年度はその予備実験を重ねて可能性を追求 したが,

今年度は実際に処理を行い全て完了した。

漆膜は厚い下地を伴 うので,割 れた ものは内側に強 くカールし,そ のままでは貼れ

ないのでいったんアクリル板の間で平 らに延ば したものを貼 り付けた。接着剤として

は揺変エマルショソを用いた。膜貼付時の押さえには塩ビ薄板をあてがい,画 鋲,シ

ャコマソ等も使い圧着 した。漆膜欠失部は下地をつけ隅取り漆塗 りとして完成 した。

(中里 ・三浦)

4.重 文 箱木家住宅柱材の修復処置研究(兵 庫)

箱木家住宅の解体修理に際 し,大 部分の柱は 強度保持のため 新 しく取換え られた

が,当 初材 として璽要なもの4本 は修理 してふたたび用いたい強い要望があった。こ

の柱は大きな貫穴が四方からあけられた部分が上下にあ り,そ こか ら折損 しているた

め補強方法が問題で,当 初鉄板で周囲から包み込むような案 も出されていたが,最 終

的には当研究所の受託研究として,合 成樹脂加工によって修復することとなったもの

である。

樹脂加工の方法は,ま ず柱全体にMMAの プ リポリマーを含浸 して強化 し,ア ラル
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ダイ トXN1023に よって折損部を整形 しなが ら接合した。次に貫穴周辺の補修部分の

強度を補 うため,こ こに溝を切 り,中 にステソレス鋼板や同丸棒を埋め込みエポキシ

樹脂を注入して固定 した り,FRPを 貼 り込んだ。

この処置した表面を更にアラルダイ トXN1023で 覆い硬化後古色付けして処置を完

了した。

現在箱木家住宅の修理は完了しているが,こ の修復 した柱は何等異状がない。(樋

1:1・茂木)

5.国 宝大崎八幡神社拝殿板絵彩色の保存処置研究(宮 城)

この板絵は棒板に胡粉下地をおき,比 較的厚い彩色で描かれているもので,過 去2

1111(昭和31年 及 び42年)に わたって剥落どめの処置が実施されたが,十 分な効果の得

られなかったものである。今回は所期の目的が達せられなかった原因を調査し,最 終

的にはどのような方法が よいかを検討する目的で,試 験施工を実施 した。

第lil1旧 の処置はPVA水 溶液で 行ったもので,PVAの 高い粘性と,低 い樹脂濃

度のため,厚 い顔料層を通して木地まで及ぶことができず,接 着不良を もたらした。

第2回 目は比較的樹脂濃度の高いエマルシ ョンで剥落 どめが行われた。この場合劉離

部に充分エマルションを注入させ得た箇所は接着しているが,顔 料層の表面か らの浸

透に期待 した箇所はほとんど効果がないという結果を生んでいる。これは前回のPV

A処lid`.で顔 料層表面の強化とともにその多孔性が失われたためと考えられる。

そこで今回は表面張力の低いアクリル樹脂溶液を剥離界面に浸透させる方法と,最

近開発した揺変性エマルションの注射器による剥離部分への注入法を試みた。樹脂溶

液ではこのようにつっぱりの強くなった顔料層を接着するのに粘性が小さく,良 好な

接着は得られなかったが,揺 変エマルションはその粘度を調節することで剥離部分へ

の注入を容易に し,確 実に接着することができた。但 しこの方法は拡散が全 くないの

で,剥 離部分を丹念に拾って 施行する必要があり,処 置時間が長 くなる欠点がある

が,こ の場合には最適な方法と結論された。(樋 口・中里 ・茂木)

6.f文 福 田寺経塚出土経巻の保存処置に関する研究(京 都)

本件は花脊別所経塚群出土品の国庫補助による修理事業の一環で,出 土品の一部で

ある棒状に固化しあるいは一部仮 りに展開されたままで保存されていた経巻の修復処

置に関するものである。
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これ らは巻子装として保存す る計画であるが,本 紙自体の劣化が甚 しく,合 成樹脂

含滲による紙質強化がまず必要 とされる。その基礎 として,テ ス トピースによる合成

樹脂の含滲適量を知るための実験を行ってお り,こ の実験後,経 巻の一部を展開 し含

滲処置を行い,来 年度の修理に応用しようとするものである。(増 田)

●

■

D科 学 研究費

1.古 美術品 ・古建築の主要材料である木材とその化粧材 ・接着剤の耐久性,強 度

及び劣化現象に関する研究(特 定研究(1)研 究代表者 田辺三郎助)

この研究の目的は,古 美術品,古 建築等に用いられる木材とその表面に塗 られる漆

膜,彩 色層の劣化変質現象及び木材の接着,充 填に用いる漆,膠 等の伝統的材料や各

種合成樹脂等化学的材料の強度,耐 久性,経 年変化の実態を検討 し,併 せて木造文化

財の保存と修復技術の改良に役立たせるものである。

本年度は3力 年継続研究の最終年度であるが,前 二年に引続 き,丹 ・白土 ・胡粉 ・

漆の塗手板を作製し,ウ ェザーメーター,屋 外曝露による耐久性試験を行った。ま

た,人 工木材(SV426,XNIO23)の 諸物性試験を継続 して行 った。古建造物の継手

については,先 年度試験した四種に加x,本 年度は,追 掛,追 掛大栓,尻 挾金輪の各

継手について試験を行いその結果を解析検討 した。又,合 成樹脂(エ ポキシ樹脂)に

よる劣化した木質構造部材の補強修復処置について多 くの実験を行った。(②,A,3

参照)

これらの結果の一部は,昭 和54年3月15日 ～3月17日,東 京国立博物館講堂で行わ

れた研究成果に関するシンポジウムにおいて次の如く発表 した。

・古建築構造部材の力学的研究く継手の強度について〉(杉 山英男 ・東京大学農学

部)

この他,他 の研究機関の研究代表者による研究に参加 したものの研究課題及び分担

者に次のものがある。

「遺構の埋蔵環境と劣化現象並びに保存処理に関する研究」研究代表者 奈良国立

文化財研究所 佐原 真

分担課題 保存処理実験及び保存材料の研究(樋 口)



調 査 研究

6情 報資料部

'

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関す る研究資料の作成,収

集,整 理,保 管等の業務を充実発展 させ,さ らに研究所各部の所掌にかかる資料を対

象とすることを目的 として昭和52年4月18日 新 たに発足 した。当部はその資料を文化

財関係事業のみならず,国 の内外の研究者の利用に供 して,文 化財に関する研究資料

セソターの役割を果 している。当部研究員はこれ ら業務を行 うとともに,各 専門領域

における調査研究を進め,そ の成果を美術部機関誌 「美術研究」及び美術部 ・情報資

料部合同で毎年開催される公開学術講座などで発表している。

研究組織は文献資料研究室と写真資料研究室の2室 よりなる。

文献資料研究室

研究文献資料の収集,整 理,保 管,閲 覧等の業務を分担するとともに,特 に継続中

の科学研究費による 「戦後における日本 ・東洋美術史学の発達Y'関 する研究」の推進

力としての役割を果 した。

また毎年,日 本 ・東洋古美術に関する雑誌論文及び単行図書を分類集録した文献目

録を編纂 し,美 術史学界は じめ関連学界に貢献している。定期刊行物所載古美術関係

文献について,前 回の昭和11年 ～40年 の 目録に引続き,昭 和41年 以後の目録作成のた

めの準備を続行 している。

これ らの業務のほか,当 室研究員は,日 本 ・東洋古美術各分野で,専 門的調査研究

を進めてその成果を公表 し,ま た落款 ・印章に関する特別研究,科 学研究費による一

般研究 「中世絵画 ・彫刻作家資料の収集 と研究」(代 表者 宮次男)に 参加 した。

e

写 真資料研究室

研究用写真資料の作成,収 集,整 理,保 管等を行 う。本年も,従 来通 り各研究者の

調査研究活動に同行 して研究資料を撮影 し,写 真資料を作成 した。また,そ れと平行

して,美 術研究所当時に撮影したガラス写真原板のフィルム面が剥離剥落が進んでい

1・

電



情報資料部

るので,転 写 してお くことを昨年度に引続き実施 した。なお,転 写した各フィル1、に

ついて密着焼付写真を貼った小型写真カードを作成する作業に着手 した。

これ らの業務のほか,当 研究室員は日本 ・東洋古美術について専門的な調査研究を

進めその成果を公表した。科学研究費による一般研究 「中世絵画 ・彫刻作家資料の収

集と研究」(代 表者 宮次男)の ほか,他 機関の 科学研究費による特定研究 「科学的

方法による爽洋占代中世絵画の材質技法に関する研究」(代 麦者 東京大学 秋山光

和)に 参加した。

(2)石 ノ1二究1診母査 れT}亜吻

A一 般 研 究

1.日 本彫刻史の研究 ・古代彫刻史の研究

京都,大 阪,東 京の個人所蔵の新羅金銅仏の調査を行 った。 また静岡服部家所蔵の

仏像調査を行い,奈 良興福院阿弥陀三尊像,額 安 芋虚空蔵警薩像,神 護寺薬師如来像

等のX線 撮影 と調査を行った。(久 野)

2.日 本古代中世絵画史の研究

(1)浄 土教絵画研究

千葉県大隆 芋蔵山越阿弥陀図の調査。(関 口)

(2》 密教絵画研究

千葉県延命 芋蔵両界曼茶羅図,東 京霊雲寺蔵愛染明王像の調査。(関 口)

(3)科 学的方法による占代絵画の材質 ・技法に関する研究

科学研究費特定研究 「科学的方法による東洋古代中世絵画の材質 ・技法に関する研

究」(代 表者 東京大学 秋山光和)に 参加,醍 醐 寺蔵五大尊像を調査。(関 口)

(4)料 紙装飾を中心 とする古代中IH:絵画の研究

平安時代の経典や和歌写本の見返 し絵や下絵について,特 に東京国立博物館法隆寺

館の梵網経見返しや,芦 手朗詠集下絵などを中心に研究を進めた。(江 上)

⑤ 鎌倉時代仏教絵画研究

法隆寺蔵聖徳太子勝難経講讃図,薬 師 芋蔵板絵神像の調査。(関 口・江上 ・米倉)

(6)鎌 倉時代絵巻物 ・肖像画の研究

アメリカ合衆国に出張し各地美術館 ・個人所蔵の絵巻物の調査を行った。また科学

一47一
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調 査 研 究

研究費による一般研究との関連で作者名のわか る絵巻物作品の調査を行った。肖像画

に関しては文献遺品の調査研究を進めた。(米 倉)

3.日 本近世絵画資料の収集と研究

(1)宗 達光琳派の研究

主として酒井抱一の基準作品と伝記資料について調査を行った。(河 野)

② 狩野派の研究

科学研究費一般研究 「探幽縮図の研究」(研 究代表者 河野元昭)に より探幽縮図

等の脚査を行い,資 料を収集整理 した。(河 野 ・江上 ・米倉)

{3)文 兄派の研究

栃木県立美術館主催 「谷文冤展」(53.2.17～3.21)の 実行委員となり,陳 列作品の

調査撮影を行 った。

(4)絵 馬の研究

金龍山浅草寺所蔵の代表的絵馬について調査撮影を行った。

4.東 洋古代文様史の研究

科学研究費海外学術調査 「イラン・イラクにおける美術 ・考古学的調査」(代 表者

東京大学 深井晋司)に 参加し,イ ラン南西部のターク・イ ・ブスターン摩崖浮彫を

調査。(関 口)

東洋古代文様史の研究

インド・パキスタン ・アフガニスタンに出張し,各 地博物館並びにバーミャンなど

の遺跡における古代文様資料を調査するなど,西 南アジアと東アジアの関係に重点を

おいて研究を進めた。(江 上)

5.朝 鮮仏画の研究

前年度 より引続き高麗仏画の調査研究を実施 し,大 和文華館の高麗仏画展出品の諸

作品及び南禅寺,鎮 阿寺,根 津美術館,鎌 倉国宝館等で調査を行った。(上 野 ・江上)

6.中 央 アジア古代絵画史研究

11)ル ・コック収集キジル壁画について研究を継続中。報告(1)の日本人洞を終え,

第3区 マヤ洞について在 日資料の調査 と在外資料の情報収集にあたった。(上 野)

② 中央アジア東部一新彊維吾爾自治区一の研究史と最近の研究業績並びに発掘成

果V'つ いて,資 料の収集検討を続行中。(上野)
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情報資料部 ・主要研究業績

B科 学 研究費

1.「 科学的方法による古彫刻の構造,材 質,技 法の研究」(特 定研究(1)研 究 代表

者 久野健)

本年度は従来内部構造の不明であった木心乾漆造のX線 透過撮影と金銅仏の成分の

分析及びr線 による透過撮影を主に研究,調 査を行った。木心乾漆像の調査では奈良

輿福院の阿弥陀三尊像,奈 良額安寺の虚空蔵菩薩像,京 都神護寺の薬師如来座像のX

線撮影及び調査を行い,金 銅仏の調査では飛鳥 ・白鳳時代の小金銅像十数体 と個人所

蔵の新羅仏三十数体のγ線撮影と螢光X線 分析を行った。その成果は54年2月 東京国

立博物館で行 った 「古文化財」の総会において発表 した。

2・ 「戦後における日本 ・東洋美術史学の発達に関する研究」(一 般研究㈹ 研究代

表者 上野アキ)

本年度は本研究の第3年 度(最 終年度)に あた り,当 初の計画に従って順調に進行

した。収集した昭和50年 度 までの資料については,分 類整理を終り,51年 度以降につ

いて引続 ぎ作業を継続し,他 日の刊行に備えている。

3.「 探幽縮図の研究」(一 般研究◎ 研究代表者 河野元昭 研究分担者 川上

脛 ・江上緩 ・鶴田武良 ・米倉辿夫)

本年度は本研究の第2年 度(最 終年度)に あた り,当 初の計画に したがって順調に

進行,所 期の目的を達成 して一応の完成をみた。第1年 度調査撮影分に本年度行った

京都国立博物館寄託個人所蔵分を加え,カ ー ド化及び整理を完了,間 もな く索引制作

のための留書き解読も終了する予定である。 ここまでの成果を報告書にまとめて配布

した。

①:著 書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表7主要 研 究 業 績 ⑤
:講 演 ・放送 ⑥:そ の他

昭和53.4～ 昭和54,3

所 長

②

②

③

③

伊藤 延男(所 長)

寺

浄琉璃寺の歴史,本 堂,三 重塔

表慶館の ドーム

啓 発45号53.7

大 和 古 寺大 観53.8

国立 博 物 館 ニ ュ ー ス373号53,6

博物館交流拡大への期待一第9回 日米教育会議に出席して一

一49一、_」
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調 査研 究

③ 建築の保存と創造

⑤ 文化財保護の歴史と展望

文化庁月報53.10

新建築54.1

都市開発と歴史的環境の調和を考える講演会53.8

同上要旨 朝日新聞53.9

o

美 術 部

川上 浬(美 術部長)

② 清明上河図について

⑤ 中国絵画における人間像

新修日本絵巻物全集月報2153.11

金沢美術工芸大学53.12

田村 悦子(主 任研究官)

② 天理 ・旧松永本 「源氏物語絵巻』 詞書(桐 壷)断 簡一熱海美術館蔵国宝手鑑

「翰墨城」所収 美術研究30753.9

② 藤原佐理書状 去夏帖について一榑の単位は材か村か一

美術研究30853.10

柳澤 孝(主 任研究官)

① 十一面観音像(日 野原家)学 習研究会53.4

② 年 中行事絵巻と真言院の道場内荘厳 新修 日本絵巻物全集月報2254.1

●Onthe"Ryokaimandara"‐TheOldestpairofMandalasatthe

Kyoogokoku-jiinKyoto‐,MANDALA,TheSeibumuseumofAat,

Tokyo,1978.

④ 東寺五大尊像の諸問題 特定研究絵画班研究会54,1

④ 日本古代絵画における青色有機色料(藍)の 使用法一醍醐寺五重塔板

絵(951年)を 中心に一(秋 山 ・田口と共同)

昭和53年 度特定研究 「古文化財」研究会54.3

⑤ 仏画の偽作鑑別について ハーバー ド大学美術学科53.9

⑤ 平安後期の仏画 コRン ビヤ大学美術学科53.10
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主要研究業績

噌

猪川 和子(主 任研究官)

③ 仏像の尊容

③ 観音像のひげ

④ 京都万寿寺阿弥陀如来像について

④ 浬薬彫刻調査報告

大法輪46巻1号54.1

工作舎 「遊」1006号54・3

文化庁重要文化資料選定協議会53.7

美術部研究会53.11

田実 栄子(主 任研究官)

④ 紀州東照宮蔵茶壷口覆の金華山裂について

② 紀州東照宮の東照公小袖について

③ 紅地金入編珍桃文様陣羽織

⑥ 酒井氏蔵 牡丹唐草文様麻裂について

美 術 部 研 究 会54.4

大 日光49号53・8

国 華1018号53.11

文化財保存事業伝承者養成 「型絵染」研修会53.2

② 新資料 紀州東照宮の服飾類 中

一紀州東照宮服飾類調査報告1一 美術研究310号54.3

陰里 鉄郎(主 任研究官)

① 村山椀多と関根正二 近代の美術50至 文堂54.1

② 小堀進と日本の水彩画 茨城県立美術館 「小堀進遺作展」 目録53.9

② 近 代日本の洋画 ・大正から昭和への展望

群馬県立近代美術館 「近代日本洋画展一大正から昭和へ」53.9

③ 浅井忠 「収穫」 東京新聞53.10

⑤ 黒 田清輝と明治絵画 千葉県立美術館53.5

⑤ 東北の画家萬鉄五郎 秋田市立美術館53.9

⑤ 黒 田清輝と外光派 ブリヂス トン美術館土曜講座44.1

⑥ 秋 季美術団体展評 共同通信53.9～11

⑤ 原精一のデヅサン・裸婦 「絵」54.3

官 次男(第 一研究室長)

① 合戦絵 「日本の美術」146至 文堂53.7
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調 査研 究

② 絵巻物展望 国語科通信37

② 鎌倉時代肖像画と似絵 「新修日本絵巻物全集」26

② 中殿御会図について 同

⑥ 絵巻年表 国語科通信37

鶴田 武良(第 一研究室)

① 近代中国絵画(昭 和49年角川書店刊本の中国文訳本)

台湾・雄獅美術図書公司

② 近百年来中国画人資料四 美術研究309号

④ 中国の現代絵画所感 美術部研究会

④ 八大山人と牛石慧について一新出の牛石慧筆鳥石図を中心に一

美術部研究会

関 千代(第 二研究室長)

① 中村貞以 「現代日本美人画全集」集英社

① 前田青邨の歴史画(共 著)鹿 島出版会

① 現代日本美術全集(日 本画編)集 英社

芸 能 部

三隅 治雄(芸 能部長)

① 日本祭礼地図Ⅳ(榎 本由喜雄 ・田原久・木下忠 ・原浩一共編著)

国土地理協会

② シイカゴ舞小考r多 古のしいかご舞』所収

② 船の芸能史考 『芸能の科学』10

③ 正月の芸能今昔 季刊邦楽17号

④ 日本における民俗芸能の社会的機能 東北アジア民俗学国際学術会議

④ 紀伊と芸能 地人会

⑤ 祭と民俗芸能 岩波市民講座

⑤ 民俗芸能の伝承と保存 長野県教育委員会

一52一

53.4

53.9

53.4

52.12

53.9

53.5

54.3

53.6

53.12

54.2

54.3

54.2

54.3

53.12

53.6

54.1

53.6

53.10
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⑤ 伝統文化の継承と青年の果す役割

⑤ 岡山県における民俗芸能の分布

⑤ 古典芸能の魅力

佐藤 道子(演 劇研究室長)

② 呪術から芸能ヘー能・狂言の母胎一

③ 東大寺の修二会

③ 日本風俗史事典

⑥ 書評:戸 井田道三 ・後藤淑 「能面」

主要研究業績

盛岡青年の家53.10

岡山県立博物館53,11

朝 日カルチャーセソター54.2～3

「国文学」6月 号

「祭りと芸能の旅」4ぎ ょうせい

弘文堂

「芸能」6月 号

羽田 組

① 『薪能』(共 著)

② 狂言,せ りふとしぐさの構造一 「箕被」の場合

② 能の作劇法と演技

② 児童図書の中の能 ・狂言

② 能の普及に功績のあった人びと

② 狂言の唯子事

⑥ 書評:大 河内俊輝 「雪の能」

⑥ 書評:白 洲正子 ・権藤芳一 「世阿弥を歩 く」

⑥ 能評:「松風」「鐘の音」ほか

松本 雍(演 劇研究室)

② 能,〈 舞う〉〈謡 う〉の位相

③ 能楽用語解説

⑥ 能評:「 敦盛」「白田村」ほか

⑥ 記録1「 関寺小町」メモ

柿木 吾郎(音 楽舞踊研究室長)

② 五木の子守唄に見る子守唄の原型
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53.6

53.4

54.2

53.5

鎌 倉 市 観 光協 会53.9

「国文 学 」6月 号53.6

別 冊太 陽 「能 」53.11

「観 世 」12月 号53.12

「図 書 新 聞 」53.12

「芸 能 の 科 学 」1054.3

能 楽 タ イ ム ズ53.6

能 楽 タ イ ム ズ53.10

能 楽 タ イ ム ズ54.1

「国 文 学 」6月 号53.6

別 冊 太 陽 「能 」53.11

能 楽 タ イ ム ズ53.6

能 楽 タ イ ム ズ53.7

芸能の科学1054.3
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1

調 査 研究

② 学校教育での伝統音楽 音楽鑑賞教育

⑤ 古典邦楽と現代邦楽 クインズランド大学公開講座

⑤ 箏の技法,古 典と現代一求められる技法の変化一 芸能部公開学術講座

③ オーストラリア原住民の音楽行動 音楽学会

山本 宏子

② 日本の箏とアジアのツィター属

横道萬里雄

② 唱歌概観

② 道成寺の戯曲

③ 能

④ 舞踊学の方法論

⑤ 日本の古典芸能

⑤ 世阿弥の能楽論

⑤ 夢幻能の世界 「井筒」

⑤ 箏曲と能

⑥ 熊本の型と謡(対 談)

中村 茂子

② じんやく踊考

③ 未来芸能大神楽

⑤ 地方定着の大神楽

⑥ 大神楽一その芸の魅カー

⑥ 大神楽

仲井幸二郎

③ 民謡の知識

③ 実習民謡曲集・曲目解題

54.1

53.7

53.12

53.11

芸能の科学1054.3

口 唱歌 大 系53.10

季刊 邦 楽53・12

別 冊 太 陽53。11

舞 踊 学 会53.6

朝 日 カル チ ャー セ ンタ ー53.4～6

多 摩 市民 会 館53.11

能 楽 懇 談 会53,12

箏 曲 の伝 統 を守 る会54.2

能 楽 タ イ ムズ53,11

芸能の科学10

自然と文化79春季号

小布施町教育委員会

公演演出

美を求めて監修

54.3

54.3

54.3

53.10

53.11

日本 音 楽 教 育 セ ン ター53.10

日本 音 楽教 育 セ ン ター53.10
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4

③ 津軽三味線の魅力

③ ねぶたと津軽三味線

③ 民謡と尺八

③ 太鼓の魅力

④ 信太妻伝承と和泉

④ 山家鳥虫歌(共 同研究)

⑤ わらべうたとお正月

⑥ 祝福と期待と

⑥ 日本民謡の二つの表情

⑥ 民綱の本流 ・支流(座 談会)

⑥ テクニカルタームの統一

主 要 研 究 業 績

リー ダー ス ダ イ ジ ェ ス トレ コ ー ド54.3

リー ダー ス ダイ ジ ェス トレ コー ド54.3

リー ダー ス ダ イ ジ ェス トレ コー ド54.3

リー ダー ス ダ イ ジ ェス トレ コー ド54.3

慶 応 義塾 大学 地 人 会53.12

芸能53,4～54,3

慶 応 義 塾 中 等 部53,12

み ん よ う文 化7月 号53.6

三 田評 論7月 号53,7

日本 音 楽 教 育 セ ン タ ー53.10

み ん よ う文 化12月 号53,12

卜

■

保 存 科 学 部

江 本 義 理(保 存 科 学 部 長)

② 古 銭 の 研 究 に お け る 鉛 同 位 体 比 の 応 用(馬 渕 ・平 尾 ・山 幡 と 共 同)

古 文 化 財 之 科 学22号53,8

2QCharacterizationofAncientJapaneseRoofingTilesby57Fe

MossbauerSpectroscopy(,」-F1永 ・武 田 ・馬 渕 と共 同)Archaeometry2053.8

QColoringTechniqueandRepairMethodsforWoodenCultural

Properties(西 川 と 共 同)

"ConservationofWood"ProceedingsofIntern
ationalSymposium

ontheConservationandRestorationofCulturalProperty53.11

③ 木 造 建 造 物 の 保 存 科 学 建 築 雑 誌9454.ユ

③ 博 物 館 資 料 の 保 存 科 学 化 学 教 育2754.2

●DisintegrationProductsfromRelicsandSites

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐53.11

④ アル カ リ性 汚 染 因 子 の確 認 と環 境 調 査 用 モ ニ ター の 作成

一55一
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凋査 研究

科学研究費特定研究 「古文化財」昭和53年度研究発表会54.3

⑤ 保存科学概論

昭和53年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修会53.11

⑤ 資料の収集・保管及び調査研究 国立社会教育研修所博物館職員講習会53.12

見城 敏 子(主 任 研 究 官)

② 漆 の分 析 に関 す る研 究(第2報)赤 外 吸 収 分 析 古文 化 財 之 科学23号53.11

QEffectofHumidityontheHardningofLacquer

"ConservationofWood"ProceedingsofInternationalSymposium

ontheConservationandRestorationofCulturalProperty

② 多 賀城 跡 出 土 漆 紙 文 書 ・漆 状 の物 質 に つ い て

宮 城 県 多 賀城 跡 調 査 研 究 所 資 料 集1

0DeterminationofCopper,lronandManganeseinJapanese

LacquersbyAtomicAbsorptionSpectroscopy(馬 渕 と共 同)

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

53.11

54.3

RestorationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐53.11

④ 環 境 条 件 の 判定(環 境 調査 用 モ ニ ター)(分 担)

科 学 研 究 費特 定 研 究 「古 文 化 財 」 昭 和53年 度 研 究 発 表 会54,3

⑥ 漆 ・彩 色 歴 史 公 論2(縄 文 時 代 日本)54.2

門 倉 武 夫(主 任 研 究官)

② 文 化財 周辺 気 中 の塵 埃 に 関 す る研 究 〔H〕 走 査 電 子 顕 微 鏡 ・X線 マ イ

ク ロ アナ ライ ザ ー に よる銅 板 住屋 根 の汚 染 物 質 の 測 定(鈴 木 ・西 当 と共 同)

保 存科 学18号54.3

② レオ ナ ル ド ダ ビン チ展 に お け る生 物 劣 化 防 除(新 井 ・森 と共 同)

保 存科 学18号54,3

④ActivationanalysisofTraditionalJapanesePaper(馬 渕 ・野津 と共 同)

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

-56一
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■

主要研究業績

RestorationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐53.11

④ 新設展示 ・収蔵施設の汚染因子と収納文化財への影響 ・環境中の粉塵(分 担)

科学研究費特定研究 「古文化財」昭和53年 度研究発表会54,3

馬渕 久夫(化 学研究室長)

② 日の出山窯跡瓦の放射化分析(野 津 ・掘井 ・不破と共同)

考 古学 と自然科学10号53.4

② 原子吸光法による東洋の古銭の化学分析(山 口・菅野 ・中井 と共同)

古文化財の科学22号53.8

② 古銭の研究における鉛同位体比の応用(江 本 ・平尾 ・山幡と共同)

古文化財の科学22号53,8

② 和紙の製造工程における含有元素の挙動(野 津 ・牧島 ・不破と共同)

古文化財の科学23号53.11

●CharacterizationofAncientJapaneseRoofingTilesby57Fe

MossbauerSpectroscopy(富 永 ・武田 ・江本と共同)

Archaeometry,20.2(1978)

●NuclearTechniquesAppliedtoArchaeologicalObjects

'日 本 自然科学集報453
.12

② 核技術による古文化財の研究一産地推定を中心に一

Radioisotopes28(2)54.2

② 質量分析計へのマイクロコンピューターの応用(藤 井 ・平尾と共同)

保存科学18号54.3

③ 第2回 文化財保存修復国際研究集会一文化財と分析化学一

文化庁月報126号54.3

③ 文 化財 と分析化学一第二回文化財保存修復国際研究集会報告一

月刊文化財186号54,3

④ 質 量分析法による鉛同位体比の測定(中 村 ・平尾 ・木村共同)

第15回 理工学における同位体元素発表会53.6
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調 査 研 究

④ 古 銭 の研 究 に お け る鉛 同 位 体 比 の応 用(平 尾 ・山 幡 共 同)

第15回 理 工 学 にお け る同 位 体 元 素 発 表 会53.6

④ 和 紙 の中 の微 量 元 素 の定 量(野 津 ・牧 島 ・不 破 共 同)

日本 分 析 化 学 会 第27年 会53.6

④ICPを 用い た 古 銭 の分 析(野 津 ・井山 ・富 永 共 同)

日本分 析 化学 会 第27年 会53.6

●DeterminationofCopper,lron,andManganeseinJapaneseLacquers

byAtomicAbsorptionSpectroscopy(見 城 と共 同)

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty‐CulturalpropertyandAnalytical

Chemistry‐53.11

●SimultaneousMultielementAnalysisofCoinsbyInductivelyCoupled

Plasma‐OpticalEmissiomSpectroscopy(野 津 と共 同)

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐53.1

④ActivationAnalysisofTraditionalJapanesePaper(門 倉 ・野 津 共 同)

The2ndInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐53.11

石 川 陸 郎(物 理 研 究 室)

② 多 賀城 跡 出土 漆 紙文 書 ・見 え な い文 字 の赤 外 線 テ レ ビに よ る解 読

宮 城 県多 賀城 跡 調 査 研 究 所 資 料 集154.3

② 多 賀城 跡 出 土 漆 紙 文 書 ・素 材 物 質 の 性 状 に つ い て

宮 城 県 多 賀城 跡 調 査 研 究 所 資 料 集154.3

④ 分 光特 性 を 利 用 した 古 文 化 財 上 の 文 字 の 復 元(三 浦 ・稲 村 ・豊 田共 同)

第4回 リモ ー トセ ソ シ ング シ ソポ ジ ゥ ム53.11

④ 実 験 収 蔵 庫 内の 温 湿 度 測 定(分 担)
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主要研究業績

科学研究費特定研究 「古文化財」研究発表会54.3

④ 汚染因子の防除法(分 担)

科学研究費特定研究 「古文化財」研究発表会54,3

三浦 定俊(物 理研究室)

④XCTに よる仏像の調査(馬 渕 と共同)第17阿SICE学 術講演会53.8

④ 分光特性を利用した古文化財上の文字の復元(石 川 ・稲村 ・豊田と共同)

第4「司リモー トセンシングシンポジウム53.11

④ 実験癖{一温湿度(石 川 ・半沢と共同)

特定研究 「古文化財」昭和53年 度研究発表会54.3

⑥ 博物館の照明について 日本博物館協会九州支部大会 ・宮崎53.12

■

■

新井 英夫(生 物研究室長)

② 増上寺におけ る経蔵などの燃蒸(森 八郎と共同)

古文化財の科学22号53.8

② 明治神宮宝物殿虫害の調査,対 策並びに措置(森 八郎と共同)

古文化財の科学22号53.8

② 文化財と微生物 岩波講座現代生物科学月報853.10

●BiodeteriorationofWoodenCulturalPropertiesandItsControl

"ConservationofWood"ProceedingsofInte
rnationalSymposium

ontheConservationandRestorationofCulturalProperty53.11

② 建 築彩色に発生する糸状菌の防除法 保存科学18号54.3

② レオナル ド ダ ビンチ展における生物劣化防除(森 ・門倉と共同)

保存科学18号54.3

② タケ材の虫害と防除措置(森 と共同)保 存科学18号54.3

④ 微生物発生時の環境条件の推定(分 担)

科学研究費特定研究 「古文化財」昭和53年 度研究発表会54,3

④ 微生物に対する燃蒸条件の検討と低毒性薬剤の検索(分 担)

科学研究費特定研究 「古文化財」昭和53年 度研究発表会54.3
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凋 査 研 究

森 八 郎(生 物 研 究室)

② わ が 国 に おけ る シ ロア リの生 息 北 限 調 査(前 田 ・児 玉 ・清 水 ・山 根 と共 同)

しろあ り33号53.6

② 文 化 財 とシ ロア リ しろあ り34号53・7

② 増 ヒ寺 に お け る経 蔵 な ど の燥 蒸(新 井 と 共 同)古 文 化 財 の科 学22号53・8

② 明 治 神 宮 宝物 殿 虫害 の調 査 ・対策 並 び に 措 置(新 井 と共 同)

古 文 化 財 の科 学22号53.8

② わ が 国に 生 息 す る ヒラ タ キ ク イ ム シ科Lyctidaeの1害 虫 種 ケ ブ トヒ ラ タキ

ク イ ム シMinthearugicollisWalker追 記 木 材 保 存12号53,9

●InsectPestsofWoodenCulturalPropertiesandTheirControlin

JApan(PreprintoftheContributiontotheOxfordCongress)

TheInternationalInstituteforConservationofHistoricand

ArtisticWorks(1.1.C.)53.9

② 本 州 日本 海 沿 岸 の イ エ シ ロア リ分 布 調査(児 玉 ・山根 と共 同)

しろあ り35号53.10

② 北 海 道 に お け る シRア リ分 布 と文 化 財 の 蟻害 に つ い て

古 文 化 財 の 科 学23号53.11

② 小 笠 原 諸 島(父 島)に おけ る シ ロア リ分 布 の 変遷 しろあ り36号54.1

② わ が 国 に 生 息 す る"住 まい の害 虫"リ ス ト 〔II〕各 論2鞘 翅 目(続)

しろあ り37号54.3

② タ ケ材 の 虫害 と防 除措 置(新 井 と共 同)保 存 科 学18号54.3

④ わ が 国 に お け る最近 の シ ロア リ分 布 と被 害 調 査(第8報)(前 田 ・児 玉 ・

清 水 ・山 根 と共 同)日 本応 用 動 物 昆 虫 学 会 大 会53,4

④ 文 化 財 の 虫 徽害 防 除 法 の 開 発(新 井 と共 同)

科 学 研究 費特 定 研 究 「古 文 化 財 」 昭 和53年 度 研 究 発 表 会54.3

⑥ シ ロ ァ リNHK(FM)53.5

⑤ 建 築 物 の 虫害 しろ あ り対 策 ゼ ミナ ー ル講 演

(社)日 本 しろあ り対 策 協 会53.8

⑥ シ ロ ア リ ラジ オ関 東53.12
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⑤ シロアリの昆虫学的知識

⑤ シロアリの昆虫学的知識

⑤ シロアリ

⑤ 住まいの害虫

主要研究業績

しろあり防除施工講習会講演

(社)日 本しろあり対策協会(東 京)54.2

しろあり防除施工講習会講演

(社)日 本しろあ り対策協会(福 岡)54.2

(社)日 本環境衛生センター講習会講演54.3

(社)神 奈川県藤沢消費生活セソター講演54.3

修復技術部

田辺三郎助(修 復技術部長)

① 小金銅仏(松 原三郎共著)

③ 浄瑠璃寺四天王像

③ 当麻寺四天王像

⑨ 当麻寺行道面

⑨ 日本の仮面

⑤ 江戸時代の彫刻

⑤ 日本仮面史概説

東京美術54.2

大和 古寺大観7岩 波書店53,8

大和 古寺大観2岩 波書店53.12

大和 古寺大観2岩 波書店53.12

特別展 「日本の仮面」熱田神宮54.1

文化庁主催 「修理技術者講習会」53,9

熱 田神宮宝物館54.1

中里 寿克(第 一修復技術研究室長)

② 国宝・大崎八幡神社拝殿板壁彩色の保存処置(樋 口清治と共著)

② 平安時代漆芸技法資料 紐

保存科学18号54.3

保存科学18号54.3

■

西 浦 忠 輝(第 一修 復技 術 研 究室)

⑨ 石 造 文 化 財 の 保 存 に関 す る海 外 研 修 保 存 科 学18号54.3

⑤ 石 造 文 化 財 の 保 存 に関 す る海 外 研 修 報 告

第8回 文 化 財 保 存 修 復 研 究 協 議 会53.9

0PreservationTreatmentofthelmportant"Lunette"inScuola

GrandeS.MarcoPresentedtoUNESCO53.11
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調 査 研 究

増 田 勝 彦(第 二 修 復 技術 研 究 室)

⑤ 表 具 と技 術 東 京 都 博 物 館 協 議 会 第3回 博 物 館 見 学 研 修 会54.2

0PeportofthemissionforExaminationofDamagedJapaneseart

ObjectsinVeniceandDemonstrationofJapaneseRestoration

TechniquesinRome.PresentedtoUNESCO54.2

樋ロ 清治(第 三修復技術研究室長)

② 国宝 ・大崎八幡神社拝殿板壁彩色の保存処置(受 託研究報告)

(中里寿克共著)54.3

③ 文化財保存と表面加工の問題 化学工業29(11)53.11

③ レジャーと高分子(古 美術)高 分子2753,8

④ 熊野磨崖仏修理における合成樹脂処置と今後の課題

文化財保存修復研究協議会53.9

④ 木造文化財建造物修復におけるエポキシ樹脂の応用

エポキシ樹脂技術協会研究委員会53.11

④ 建造物修復における合成樹脂の応用

日本材料学会エポキシ樹脂専門部会54.1

⑤ 文化財修復と保存科学 埼玉県文化財保護協会文化財講習会53.7

⑤ 合成樹脂による遺物取 り上げ保存

奈良国立文化財研究所埋文センター講習会53.7

⑥ 遺物の保存 ・修復に用いられる合成樹脂

昭和53年 度埋蔵文化財発掘技術者専門研修会53.11

青木 繁夫(第 三修復技術研究室)

② 出土鉄製品の保存修復 月刊文化財182号53.11
o

情報資料部

久野 健(情 報資料部長)

① 白鳳の美術 六興出版53.4
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主要研究業績

① 秘仏 学生社53.8

② 朝鮮三国仏と日本の初期仏教美術 みつゑ879-88253・6～53.9

② 唐招提寺と安如宝)1=」:光 貞博士記念論文集53.8

② 飛鳥 ・白鳳小金銅仏の発願者,制 作者((:)美 術研究30954.3

⑤ 飛鳥 ・白鳳彫刻と渡来仏 美術部 ・情報資料部公開学術講座53.11

江上 緩(1一 任研究官)

② 延暦 ぶ蔵金銀交Il}法名陛経の荘厳画 〕庭術ρ1二究30954.2

③ 西本願 牟本三十六人集1～3月 「[j百科196～19854.1～3

⑥ 世界考占"γ事 典(文 様関係の項)平 凡社54.2

上野 アキ(文 献資料研究室長)

② キジル日本人洞の壁画一ル ・コック収集西域壁画調査(1)

美術研究308号53.10

② 概説 ・中央アジア1(東 部)考 古学事典 平几社54.2

④ 中国文物瞥見(上 ・下)美 術部研究会53.12,54.1

⑥ 中国の旅 アルク160号53.12

米倉 迫夫(文 献資料研究蜜)

② 「随身庭騎絵巻」 新修 日本絵巻物全集26角 川書店53.9

③ 「小野雪見御幸絵巻」 国華101653.9

⑤ 「似絵について」 美術部 ・情報資料部公Dlj学術講座53.11

関 ロ 正之(写 真資料研究室長)

② 霊雲寺所蔵大威徳明T-.画像 について 国華101453.8

④ 霊雲寺の仏画 美術部 ・情報資料部研究会53.6

河野 元昭

② 抱一の伝記 ・抱一のイ了年紀1/1'品「琳派絵画全集 抱一派」
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調 査研 究

③ 待合の掛物一円山四条派一

⑨ 谷文晃筆山水図屏風

③ 琳派花木図屏風の流れ

③ 教育者としての谷文晃

④ 探幽縮図について

8そ の他 の研 究 活動

ほかの機関における講義など

　

脛

男

子

孝

子

子

名

次

悦

和

栄

上

村

沢

川

突

氏く

川

宮

田

柳

猪

田

郎

良

理

夫

助

之

緩

郎

鉄

武

義

久

三

正

〃

里

田

本

渕

辺

口

上

陰

鶴

江

馬

田

関

江

日本経 済 新 聞社53.12

淡 交32-5,6,7,8,10,1253.5,6,7,8,10,12

国華101553.8

「日本屏 風 絵 集成6」 講 談社53.9

栃 木 県立 美 術 館 谷文 昆 展 カ タ ロ グ54.2

美 術 部研 究 会53・4

(機 関 名)

青山学院大学非常勤講師

〃 〃

〃 〃

東京大学文学部 〃

帝京大学 〃

お茶の水女子大学家政学部

日本女子大学

福島大学教育学部

成瞑大学

東京芸術大学美術学部

東京大学工学部

東京大学文学部

千葉工業大学

埼玉大学教養学部

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

(担当科目)

東洋美術史

日本絵画史

書道史

文化交流

日本美術史

服飾史特論II

服飾文化史特論

近代日本美術史

中国絵画史

保存科学特論

放射化学

日本木彫史

文芸学・芸術学

日本美術史
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V【 事 業
■

1出 版

(1)美 術 研 究

昭和7年1月 創刊 ・当所美術部の調査研究の成果を公表するための機関誌であっ

て,主 として所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図版解説・美術関係文献の

校刊等を掲載し,と きには所外研究者の寄稿を受けることもある。A4版,各 号本文

40頁原色図版1,単 色図版8で,昭 和53年度は,次 のとおりである。

癸術研究309号 昭和53年12月編集

く論説〉

延暦寺蔵金銀交書法華経の荘厳画 江上 緩

飛鳥 ・白鳳小金銅仏の発願者,制 作者(上)久 野 健

美術研究310号 昭和54年2月 編集

く論説〉

飛鳥 ・白鳳小金銅仏の発願者,制 作者(下)久 野 健

新資料 紀州東照宮の服飾類(中)

一紀州東照宮服飾類調査報告(1}一 神谷 栄子

く研究資料〉

狩野探幽筆鳥類写生帳摸本(大 英博物館蔵)に ついて 辻 惟雄

来振寺本五大尊像より再出の紀年銘 有賀 祥隆

(2)日 本美術年鑑

●

昭和11年 創刊。毎年1冊(た だ し昭和19～21,同22～26,同49・50年 は各合冊)出

版 し,昭 和54年3月 までに35冊 を刊行した。内容は毎年1月 から12月 までの美術界の

活動状勢を記録するので,美 術界年史,展 艶会記録,美 術文献 目録,物 故者略歴等を

収録し,編 集は主として第二研究室があたり,美 術部,情 報資料部研究員の調査執筆
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事 業

による。

日本美術年鑑 昭和51年 版

日本美術年鑑 昭和52年 版

昭和53年8月31日 発行

昭和54年3月31日 発行

(3)芸 能 の科学

芸能の科学10(芸 能論考V)

本年度は,芸 能論考集として下記の諸論文を収録し,刊 行 した。

日本の箏とアジアのツィター属

五木の子守唄に見る子守唄の凍型

じんやく踊考

船の芸能史考

狂言の1難子事

lLI本 宏r

柿木1'榔

中村 茂f

三隅 治雄

羽田 剥

(4)保 存 科 学

昭和39年3月 創i二llによる保存科学部 ・修復技術部の機関誌で,年1回 の「ll行に より

先イ1`一度 までに5(;17%,'一までを発行 した。内容は所属研究員による文化財の保存 と修復に

関する科学的調査,研 究,受 託研究報告等の論文報告笠である。なお,本 年度は第18

号を発行した。

保存科学第18号Hl仰 】54年3月 発行

(1)縄 文 晩期の塗装について 見城 敏f

t2)質 肚分析計へのマイクロコンピューターの応川 藤井清志・平尾良光・馬渕久夫

(3)文 化財周辺気中の塵埃に関する研究 〔II〕

一走査電子顕微鏡,X線 アナライザーによる銅板1渥 根の汚染物質の測定一

門倉武夫 ・鈴木良延 ・西当修作

(4)建 築彩色に発生する糸状菌の防除法 新井 英夫

(5)レ オナル ド ダ ビソチ展における生物劣防除 新井英夫 ・森 八郎 ・門倉武夫

(6)タ ケ材の虫害と防除措置 森 八郎 ・新井英夫

(7)遺 跡 の崩壊防止のための合成樹脂処置法の研究 小野 尭之

(8)国 宝 ・大崎八幡神社拝殿板壁彩色の保存処置 受託研究報告第46号

..
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の

(9}平 安時代漆芸技法資料VIQ

(10)石 造文化財の保存に関する海外研修

ω 昭和53年 度修復処置概報

(5)そ の他 の出版物

美 術 部

支那古版画図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗慕張萱摘練図

鳳鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

當貴寺壁画

印度及南部アジア美術資料

光悦色紙帖

菱田春草

能恵法師絵詞

宮素然箪明妃出塞図巻

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

近代日本美術資料

近代日本美術資料

近代日本美術資料

墨跡資料集

墨跡資料集

墨跡資料集

出 版

中里寿克 ・樋口清治

中里 寿克

西浦 忠輝

修復技術部

(美術研究資料第1輯)

(美術研究資料第2輯)

(美術研究資料第3輯)

(美術研究資料第4輯)

(美術研究資料第5輯)

(美術研究資料第6輯)

(美術研究資料第7輯)

(美術研究資料第8輯)

(美術研究資料第9輯)

(美術研究資料第10輯)

(美術研究資料第11輯)

第1輯

第2輯

第3輯

第4輯

第5輯

第1輯

第2輯

第3輯

第1輯

第2輯

第3輯

一6?一

昭和7

昭和9

昭和10

昭和11

昭和12

昭和13

昭和14

昭和14

昭和15

昭和16

昭和16

昭和13

昭和14

昭和15

昭和16

昭和17

昭和23

昭和24

昭和26

昭和24

昭和24

昭和26



事 業

源氏物pp絵 巻 昭和24

黒田清輝素描集 昭和24

栄山寺八角堂 昭和25

栄山寺八角堂の研究 昭和26

法隆寺金堂建築及び壁画の文様研究 沼和28

黒田消輝作品集 昭和29

高雄曼茶羅 昭和41

明治美術塘礎資料集 昭和50

東洋美術文献目録 明治以降昭和10年 まで 昭和16

東洋焚術文献目録続編 昭和11年 ～同20年 昭和23

東洋古美術文献目録 昭和21年 ～同25年 昭和29

美術研究索引 第1号 ～第100号 昭和16

美 術研究総 目録 第1号 ～第230号 昭和40

東洋美術文献目録 明治以降昭和10年 まで(再 刊)昭 和42

日本東洋古美術文献目録 昭和11年 ～同40年 昭和44

ほか に科学研究費補助金(研 究成果刊行費)の 交付を受け,ま たは本研究所の

監修で刊行された図書は次のとお りである。

光学的方法による古美術品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編

梁楷

醍醐寺五重塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代日本美術の研究

黒田清輝

扇面法華経

金字宝塔曼陀羅

美術研究所編

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎著

隈元謙次郎著

秋山光和柳沢 孝著

鈴木敬三

宮 次男著

吉川弘文館

便利堂

吉川弘文館

吉川弘文館

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

鹿島出版会

吉川弘文館

昭和30

昭和32

昭和34

昭和39

昭和39

昭和41

昭和47

昭和50
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芸 能 部

標準日本舞踊譜

音盤目録1

芸能の科学1一 芸能資料集1一 四世鶴屋南北作者年表

芸能の科学2一 芸能資料集2一 鮫の神楽台本集成

音盤目録皿

東大寺修二会 観音悔過(お 水取り)

東京国立文化財研究所芸能部監修 ビクターレコード

芸能の科学3一 芸能論考1

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学4一 芸能資料集皿

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学5一 芸能論考II

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学6一 芸能調査録1「 東大寺修二会の構成と所作」(上)

東京国立文化財研究所芸能部編 乎凡社

芸能の科学7一 芸能調査録IIr東 大寺修二会の構成と所作」(中)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学8一 芸能論考皿

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

芸能の科学9一 芸能論考Ⅳ

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

音盤目録皿

芸能の科学10一 芸能論考V

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

保存科学部(受 託研究報告)

重要文化財円成寺本堂内陳彩色剥落どめ他18件

版

昭和35

昭和40

昭和41'

昭和41

昭和45

昭和46

昭和47

昭和48

昭和49

昭和50

昭和52

昭和52

昭和53

昭和53

昭和54

昭和35～ 昭和42

.・



事 業

修復技術部

表具の科学(特 別研究・軸装等の保存及び修復技術に関する科学的研究報告書)

昭和53

2黒 田清輝巡回展

黒田滴輝の遺作の多くを所蔵 している本研究所は,黒 田清輝の功績を記念 し併せて

地方文化の振興に資す るために,昭 和52年 度か らの事業として黒田清輝巡回展を年1

回地方において開催してきた。

本年度は千葉市において開催 した。

会 期 昭和53年4月27日 ～5月28日

会 場 千葉県立美術館

主 催 東京国立文化財研究所 ・千葉県立美術館

開催日数28日 間

入場者数13,459人

陳列点数 油彩44点,デ ッサン50点,写 生帖17冊,書 簡3通,日 記5冊,写 真

パネル2,彫 像1点,遺 品2点,記 録写真16枚

目 録A4判 変型104頁,原 色版6頁,単 色版66頁

講 演 会 日時:5月6日 午後2時 会場:千 葉県立美術館

演題:黒 田清輝 と明治絵画 講師:陰 里鉄郎

3公 開学術講座

美術部 ・情報資料部

日 時 昭和53年11月11日(土)13:30～16:30

会 場 日本経済新聞社小ホール(9階)

講 演(1}似 せ絵について 情報資料部文献資料研究室 米倉 辿夫

②飛鳥 ・白鳳彫刻と渡来仏 情報資料部長 久野 健

芸 能 部

日 時 昭和53年12月7日(木)18:00～21:00
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会 場 朝日講堂

講 演(1旧 本の箏 とアジアのツィター属

②求められ る技法の変化

実演と話

4会 議

保存科学部 ・修復技術部

第8回 文化財保存修復研究協議会

日 時;昭 和53年9月28日10:00～17:00

会 場 本研究所別館会議室

テ ーr「 石造文化財の保存 ・修復 ・復元」

学術講座 ・会滋

音楽舞踊研究室 山本

音楽舞踊研究室 柿木

野坂 恵子・宮下

宏子

吾郎

伸

本年度は,昭 和48年 度の 「石造文化財の保存修復」以降の石造文化財修復に関する

問題点の討議を行った。出席者は文化庁から北村文化財鑑査官以下,記 念物課,建 造

物課,美 術工芸課,無 形文化民俗文化課の担当調査官,東 京国立博物館工芸課,考 古

課,東 京芸術大学美術学部,更 に関係機関として奈良国立文化財研究所,元 興寺仏教

民俗資料研究所,美 術院国宝修理所,文 化財建造物保存技術協会か ら出席を得た。

(発表課題 ・発表者)

1.珍 敷塚の復元摸造と石造遺跡保存の問題点

2

M

4

亡0

6

文化庁文化財保護部美術工芸課 文化財調査官

臼杵磨崖仏の復元摸造と将来の修復計画

文化庁文化財保護部美術工芸課 文化財調査官

1日帝国京都博物館飾石の破損と修復について

文化庁文化財保護部建造物課 専門員

大分県磨崖仏群の化学組成 保存科学部化学研究室t

石造文化財保存に関する海外研修報告

修復技術部第一修復技術研究室

熊野磨崖仏修理における合成樹脂処置と今後の課題

修復技術部第三修復技術研究室長

三輪 嘉六

鷲塚 泰光

五t盛 重

馬渕 久夫

西浦 忠輝

樋口 清治
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第7回 文化財保存科学懇談会

日 時 昭和54年2月27日

場 所 本研究所別館会議室

文化財の保存と修復に関し,保 存科学部 ・修復技術部の調査研究が円滑に推進 さ

れ,文 化財保護事業に効果をもたらすことを目的として,文 化庁文化財保護部文化財

鑑査官,記 念物課,建 造物課,美 術工芸課の課長及び担当技官の出席を得て,本 年度

の両部の特別研究,受 託研究,一 般研究の報告を行い,昭 和54年 度 の両部の調査研究

計画を脱明 した。一昨年度から始った特別研究 「石造文化財の保存 ・修復に関する科

学的研究」(3力 年継続)に ついて文化庁側に協力を求め,ま た文化財保存修復研究

協議会及び研究テーマの選択について具体的な意見交換を行った。

文化財の保存及び修復に関する国際研究集会

Ill{和52年11月に開かれた第1回 に引続き,第2回 が開かれた。本年度は文化財一般

の傑存 ・修復処置の前段階において重要な基礎データを与える化学分析を中心のテー

マとした。

溝演者は組織委員会により選定 され,海 外6名,日 本10名 であった。講演は下記の

ような6セ ッシ ョンに分けて行われた。日程は次のとおりである。

名 称 文化財の保存及び修復に関する国際研究集会一文化財と分析化学一

(The2ndInternationalSymposiumontheConservationandResto-

rationofCulturalProperty‐CulturalPropertyandAnalytical

Chemistry‐)

日 時 昭和53年11月27日 ～30日(4日 間)

27日 ～29日 講演 ・討議 国立社会教育研修所

30日 現地討議 筑波学園都市

く演題及び発表者〉

第1日

〔セ ッショソ1絵 画〕

1.TheScientificAnalysisofPaintingsandtheirStructures:Facilitiesand

Communication(絵 画 とその構造の科学的分析:装 置とコミュニケーシ ョンの問

題)
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曾
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会 議

カ ナ ダ国 立 博 物 館 顧 問N・ ス トロー

2.UsingScientificAnalysisintheArtHistoricalStudyofOldJapanesePainting

(古 代 日本 画 の歴 史 学 的 研 究 へ 科 学 的 分 析 の 応 用)

東 京 大 学 教 授 秋 山 光和

〔セ ッシ ョ ン2顔 料 ・染 料 ・うる し〕

3.PhysicalandMicrochemicalMethodsusedfortheIdentificationofPigments

andDyestuffs・PossibilitiesandLimits(顔 料 ・染 料 の 同定 に 用 い られ る物 理

的 ・ ミクロ化 学 的 方 法 一 可 能 性 と限 界)

ドイ ツ博物 館 員 ヘ ル マ ン ・キ ュー ン

4.ChemicalProcedurefortheDeterminationofPlantDyesinAncient

JapaneseTextiles(古 代 日本 の染 織 品 に おけ る植 物 染 料 の決 定 の化 学 的 方 法)

進 化 生 物 学 研 究 所 主 任 研 究 員 林 孝 三

5.AttemptstounderstandJapaneseLacquerasaSuperdurableMaterial(超

耐 性物 質 と して の 漆)

東 京 大 学 生 産 技 術 研 究 所 教 授 熊 野 難 従

6.DeterminationofCopper,IronandManganeseinJapaneseLacquersby

AtomicAbsorptionSpectroscopy(原 子 吸 光 分 析 法 に よ る漆 中 の 銅 ・鉄 ・マ ソ

ガ ソの定 量)

保 存 科 学 部 主 任 研 究 官 見 城 敏 子

第2日

〔セ ッシ ョ ソ3金 属〕

7・SolidSamplesfromMetallicAntiquitiesandTheirExamination(金 属 遺物

か らの試 料 採 取 と検定)

ア メ リヵ ス ミソニ ア ン研 究 所 主 任 コ ンサ ベ ー タ ー トム ・チ ェ イ ス

8.SimultaneousMultielementAnalysisofCoinsbyInductivelyCoupled

Plasma-OpticalEmissionSpectroscopy(ICPを 用 い る古 銭 の 分 析)

筑 波 大 学 講 師 野 津 憲 治

9・Non・DestructiveAnalysisofBronzeObjects(青 銅 器 の非 破 壊 分 析)

奈 良 国立 文 化 財 研 究 所 平 城 宮 跡 発 掘 調 査 部 考 古 第 一 調 査 室 研 究 員 沢 田正 昭
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事 業

〔セ ッシ ョ ン4遺 物 ・遺 跡 〕

10.L'ApplicationdesTechniquesdeFluorescenceXauLaboratoiredeRecherche

desMuseesdeFrance(ル ー ブノレ美 術 館 研 究所 に お け る螢 光X線 分析 の応 用)

フ ラ ンス ル ー ブル 美術 館化 学 分析 研究 主 任 ク リス チ ャ ン ・ラ ー ニエ

11・DisintegrationProductsfromRelicsandSites(遺 物 ・遺 跡 の 析 出物)

保 存 科 学 部 長 江 本 義 理

12.AnalysisandScientificEvaluationofWood,Textiles,Metals,Biological

Materials,andOthersExcavatedfromChunmaandWhangnamKing's

Tombs(5・6thCentury)ofSillaDynasty(天 馬 塚 及 び 皇 南 古 墳 の 木 材,繊 維,

金 属,生 物 試 料 等 の分 析 と科 学 的 考 察)

韓 国 原 子 力 研 究 所 副所 長 金 裕 善

第3日

〔セ ッシ ョン5核 技 術 〕

13.ConservationofCulturalPropertiesandMossbauerSpectroscopy(文 化 財 保

存 と メ スバ ウ ア ー分 光 法)

東 京 大 学教 授 富 永 健

14.ActivationAnalysisofTraditionalJapanesePaper(和 紙 の放 射 化 分 析)

保 存 科 学 部 化 学 研究 室 長 馬 渕 久 夫

15.LeadIsotopeRatiosinSomeJapaneseandChineseArchaeologicalBronzes

(日 本 ・中 国 の 考 古 学 的 青 銅 遺 物 の 鉛 同 位 体比)

名 古屋 大学 名誉 教 授 山 崎 一 雄

〔セ ッ シ ョン6一 般 問 題〕

ProblemsoftheMuseumLaboratory

〔出 席 者 〕

文 化 庁 文 化 財 保 護 部 長 他 関 係 官,東 京 国 立文 化財 研 究 所保 存 科 学 部,修 復 技 術 部 関

係 者,そ の 他,文 化 財 保 存 関 係 研 究 者,技 術 者 等100名
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F
国際 交 流

5国 際 ・国内交流

9

所 長 室

口米 芸 術 家 交 流 計 画4'よ る芸 術家 の受 入 れ を行 った 。

氏 名 ・国 籍:ペ イ トソ ・ホ ー ル(Peyton・Ha11)27才,米 国

専 門:建 築 学

口 的:文 化 財 建 造 物 の保 存 と 都 市計r珈 こ関 す る研 究

・受 入れ 期 間;(53 .9.18よ り8か 川ii})

美 術 部

美術部出版物の諸外国研究機関 ・博物館 ・図盤館等との交換,外 国の研究者との交

流も活発に行われた。

国際交流基金の招聰により昭和51年6月20日 来 日した大韓民国成釣館大学校廉股鋏

教授は,本 年度 も引続き日韓美術交流の研究を行った。

川上部長(53.7.18～8.4),鶴 田研究員(53.7.18～8.12)は,林 維源記念文化財団

の招1稗により台北市所在の中国絵画及び画家資料を調査 した。

宮第一研究室長は,Pン ドン,ダ ブリン,ニ ューヨークにおける中世日本絵入 り図

轡に関する国際会議に出席 し,会 議後アメリカ主要美術館所蔵の日本中世絵画,特 に

絵巻を調査した。(53.8.10～10.5)

柳沢主任研究官は,ハ ーバー ド大学から招珊され,在 米日本仏画の共同研究に参加

するため渡米した。(53.9.4～11.10)

●

芸 能 部

柿木吾郎音楽舞踊研究室長は,日 木学術振興会の研'究費による国際共同研究 「イン

ドネシア音楽の民族音楽学的研究」の第一次調査として,オ ース トラリア,ニ ュージ

ーラソド
,イ ン ドネシアの現地調査を行い,イ ン ドネシアには三隅治雄芸能部長並び

に橋本弘次情報資料部員が同行 した。(53.7.20～9.10)

の
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事 業

保存科学部

保存科学部,三 浦定俊物理研究室技官は文部省在外研究員(長 期)と して,昭 和53

年11月1日 より同54年10月30日 まで 「遺跡建造物における水分の挙動に関する研究」

の圓的で,フ ランス(フ 史記念物研究所,建 築土木研究所等)を 中心にイタリヤ,ベ

ルギー,イ ギリス,カ ナダ,ア メリカ合衆国等に出張,現 在フランスに滞在して研修

を行っている。

修復技術部

第三修復技術研究室青木繁夫研究員は昭和53年 度科学研究費補助金 に よる 「イラ

ク ・ハム リン山地テル,グ ッパ発掘調査」(研 究代表者,国 士館大学イラク古代文化

研兜所,藤 井秀夫)の 団員として,昭 和53年5月9日 より同年6月22日 までイラクに

出張 し出土人骨に対する考古学的取り上げ(埋 葬状況を把握するため遺構 ごと取 り上

げる)及 び人類学的取 り上げ(人 骨だけを取 り上げ計測可能なまでに強化する)処 置

を爽施,指 導 した。

第一修復技術研究室西浦忠輝研究員はユネスコから奨学金を受けて昭和53年4月24

周よ り同年7月28日 まで,イ タリヤ ・ベニスにおけるユネスコ主催 「石の保存と処

置」研修会に参加 し,そ の後アメリカ合衆国ニューヨーク大学で同じく石造文化財保

存に関する研修を行った。

情報資料部

外国の美術史研究者で,当 部の資料を利用して研究を行い,又 研究上の意見を交換

するなど,今 年度 も多数の来訪者があった。

久野情報資料部長は大韓民国に出張し,瑞 山 ・泰安の石仏,慶 州南山の諸像の調査

を行った(53.4.29～5.2)。 またインド・ス リランカに出張 し,古 代仏教芸術及びヒン

ドゥ教彫刻の調査を行った。(53.12.26～54.1.8)

江上主任研究官は,イ ン ド・パキスタン・アフガニスタソに出張 し,各 地の博物館

並びに遺跡における古代文様資料並びに絵画資料について調査 した(53.8.21～9.4)。

上野文献資料研究室長は中華人民共和国に出張 し,北 京 ・西安 ・太原 ・大同の各地

で中国古代美術の調査を行った。(53.7.5～7.18)
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国 際 交 流

米倉研究員はアメリカ合衆国に出張 し,各 地の美術館において日本中世絵画作品,

資料について調査を行 った。(53.8,24～10.26)

関 口写真資料研究室長は科学研究費海外学術調査 「イラン・イラクにおける美術 ・

考古学的調査」(代 表者 ・東京大学 深井晋司)に 参加 し,イ ラン南西部の ターク・

イ・ブスターン磨崖浮彫の調査を行った。(53.9.6～10.26)

o

海外研究者の来訪

保存科学関係者,博 物館関係者の保存科学部,修 復技術部への施設視察及び意見交

換,研 修等のための来訪者は昨年来増加 しており,下 記のように19名 に達した。

・イラン考古調査センター長 フイロス ・バゲルザデ氏

・西 ドイツ考古学研究所 フランツ・シューベル ト博士夫妻

・棘国文化財研究所長 金正基博士

・アメリカ合衆国国土地理院 フレデ リック ・ドイル氏

・西 ドイツ技術大学写真測畳研究所 ゴッ トフリー ト・コネクニイ氏

・アメリカ合衆国ボス トソ美術館L・M・ スミス女史

・西 ドイツ国立 ブロイセン博物館群ラ トゲン研究所長

・マレイシア国立博物館

・チュニジア国立博物館長

・イギ リス王立図書館修復員

・アメリカ合衆国ボス トン美術館

.ICCROM会 長

・フラソス国立博物館群絵画修復部

・ノルウェイ ・スヌメヤ博物館染織部長

・フランス国立博物館群保存部員

ヨー ゼ フ ・リー・デ ラ ー博 士

M・R・B・H・ アー マ ド氏

エ ナ ル フ ァ ・ム ーギ氏

ロイ ・グ レイ 氏

ウ ェ ンデ ィ ・ジ ェサ ヅ プ氏

バ ー ナ ー ド ・M・ フ ィー ル デ ン博 士

セ ゴ レ ー ヌ ・F・ ベ ル ジ ョ ン女 史

J・ プ リス ボ ル ド女 史

ク リス テ ィヌ ・シ ミズ女 史

・アメリカ合衆国建築家(日 米友好基金交換芸術家)

・チュニジア文化省渉外担当審議官

・同,エ ルジェム博物館員

・韓国文化財研究所保存研究科学室員

(国際研究集会招待者6名 を除 く)

一??一

ジ ョー ジ ・ペ イ トン ・ホ ー ル氏

A・ グ マ ール氏

ヘ デ イ ・ス リム氏

李 塑根 氏

L ________________________一_
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事 業

招へい研究員

昭和53年 度より招へい研究員の制度が設け られ,国 外2名,国 内2名 の研究員に委

嘱され,下 記のように共同研究が行われた。

1)ク リスチャソ・ラーニエ博士(フ ランス博物館研究所)

共同研究課題 古文化財の機器分析

研 究 代 表 者 保存科学部化学研究室長 馬渕久夫

委 嘱 期 間53年11月13日 ～12月12日

2)ナ サ ン ・ス トロー博士(カ ナダ国立博物館)

共 同研究課題 古文化財に及ぼす湿度の影響

研究代表者及び共同研究者 保存科学部化学研究室長 馬渕久夫

主任研究官 見城敏子

委 嘱 期 間53年11月24日 ～12月27日

3)藤 井 清志(苫 小牧工業高等専門学校)

共同研究課題 質量分析計へのマイクロコンピ.1""タ の応用

研 究 代 表 者 保存科学部化学研究室長 馬渕久夫

委 嘱 期 間53年7月22日 ～8月31日

4)小 野 尭之(東 北大学工学部助教授)

共 同研究課題 遺跡の崩壊防止のための合成樹脂処置法の研究

研 究 代 表 者 修復技術部第三修復技術研究室長 樋口清治

委 嘱 期 間53年10月5日 ～11月19日

●
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W研 究施設 ・設備

1蔵 書

美 術部 ・情報資料部

日本 ・東洋ilr美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋 美術のnに わたる研究書を中心

に,関 連図書,各 種叢薄,辞 典類など和漢i匡1(31,057),洋 需(3,763)計34,820冊 の

ほか,各 都道府県市町村教育委員会編集の 文化財関係報/t:-11,美 術関係雑誌,紀 要

類,売 凱n録,展 覧会目録などを所蔵 し,部 内外及び研究所外の研究者の利用に供 し

ている。

芸 能 部

雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能

の研究に必要な図書4,903冊 を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・

テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅と伝

説等の雑誌,丸 本 ・謡本等の台本も収集している。

保存科学部 ・修復技術部

古来の伝統的生産及び工芸技術爵,技 術史,又 は数少ないそれ らの科学的究明を試

みたもの,修 理工事報告書,及 び化学 ・物理 ・生物学部門の保存科学に関連ある和洋

書を合わせて2,121冊 を所蔵 している。

昭和52・53年 度の新蔵書数は次のとおりである。

区 分

昭 和52年 度

美 術 部
情報 資料部

和漢書 洋 書

1,007冊1 58冊

79〃

芸 能

和漢書

昭 和53年 度982〃

296冊

346〃iI

部 保存科学部
修復技術部

洋 書 繊 書1洋 書
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研究施設・設備

2資 料

葵術部 ・情報資料部

爽物 よりの直接撮影による写真を含む写真資料の作成整理と,購 入写真,複 写写真

による補足整備に加えて,印 刷物中の図版をもおさめるとい う方式で,当 研究所設立

当初より一貫して力を注いできた写真資料を有する。それらは日本 ・東洋古美術,日

本近代 ・現代美術,西 洋美術の全域にわた り,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建

策等の賭部門に及ぶ。特別大型のものか ら小型のものまで総数凡そ24万 点,原 板保有

1は ほぼ3分 の1に あたり,別 にマイクロ・フィルム250巻 がある。写真資料のほか,

拓本,作 家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラ

ップ等と,図 書カー ド,図 版 カー ド,各 種索引類など多数。

o

芸 能 部

レコー ド・録音テープ ・写真(8ミ リ・16ミ リシネを含む)等 による芸能資料を多

数そなえている。レコー ドには,毎 年各製作会社から発売される伝統芸能関係 レコー

ドのほか,昭 和35年 度文部省機関研究費によって購入した安原コレクションレコー ド

5,450枚 が含まれている。 安原コレクショソは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発

売された各種邦楽 レコー ドを網羅したもので,近 代における邦楽の実態と変遷を知 る

上で貴重な資料である。録音テープ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺

院行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録してきたもので,奏 演法の解析を中

心 とした写真 ・テープ,あ るいは各種文書の記録写真等も含んでいる。種別による所

蔵数は次のとおりである。

区 分 レ コ ー ド 録音テープ

シ ネ フ ィル ム

写 真sIlst
昭 和52年 度
ま で の累 計

6,219枚 2,111本 ・98本1 3本 多 数

昭 和53年 劇1・4〃lg5〃1・ 〃1・ 〃1〃

計 6,323〃 2,206〃 198〃 3〃 〃
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資料 ・機器設備

3機 器 ・設 備

美 術部 ・情 報資料部

機 器

1.X線 透過撮影装置

(1)可 搬式ソフテックス装置(J型)

(2)可 搬式ソフテックス装置(新J型)

(3)携 帯用ソフテックス装置(E型)

2.紫 外 線照身,装置

(1)可 搬 式照射装蹴(フ ィリップス紫外線ランプ及び専用 トランス)

② 携帯用紫外線検査器

3.顕 微鏡装置

(1)双 眼実体顕微鏡及び写真 」

(2)

び携帯用スタンド)

㈲ 検査顕微鏡用側視鏡ユニット・モノフォト装置

4.マ イクロ写真関係設備

に)マ イクロ写真撮影装置(付 白動現像機,

新型双眼実体顕微鏡及びカラー顕微鏡写真同時撮影装置(可 動支持台及

(2)ポ ー タ ブ ル ・マ イ ク ロ写 真 撮 影 装 置

(3)マ イ ク ロ閲 読 機(ル ーモ 祉 製)

(4)リ ー ダ ー プ リン ター

5.デ ァス コー プ(視 聴覚 教 育 装 置)

6.カ メ ラ類

(1)リ ンホ フ カル ダ ン

(2)リ ン ホ フ テ ヒニ カ

(3)コ メ ッ ト ・ス トロボCP-1200DX

(4)工 業 用 フ ァイ バ ース コー プ

7.引 伸 機

一81一
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研 究 施 設 ・設 備

(1)オ メ ガ(4×5)

(2)フ ジA690

(3)フ ジS69

8.複 写 台 コ ピー ス タン ド(1300)

9.乾 燥 機FCオ ー ト(全 紙)

10.ド ライ マ ウ ソ ト シ ー ル コマ ー シ ャル210M

ドライ ーrウ ソ ト シー ル コマ ー シ ャル70

11.-1ル チ カー ドセ レ ク タ ー(HAC841S型)

12.複'ゲ 機 ユ ー ビ ッ クス480

13,製 本機 サfバ イ ソ ドT220

芸 能 部

機 器

1.分 析 機 器

(1)ピ ッチ レ コー ダ ー

(2)メ ロ グ ラ フBT型

2.オ ー デ ィオ関 係 機 器

(1)レ コー ドプ レー ヤ ー

(2)テ レ ビ

(3}テ ー プ レ コー ダ ー

(4)ビ デ オ テ ー プ レ コー ダー

(5)ス テ レオ 音 声 調 整 卓

(6)ス ピー カー

3.撮 影 ・映 写 機 器

(1)16%撮 影 機

②16%映 写 機

(3)8臓 撮 影 機

(4)8臓 映 写 機

(5)35%写 真 機

一82一
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(6)35%マ イ クロフィルム解読装置

(7)35%マ イ クロフィルム解読 ・複写装置

⑧16%マ イ クロ写真機

⑨16%シ ネ フィルム分析装置

4.照 明 器 具

(1)ス タ ジオ用照明器具

保存科学部 ・修 復技 術部

機 器

1.強 度 ・劣化試験機

(1)サ ンシャインウェザーメーター(劣 化促進試験機)

(2)万 能試験機(島 津,オ ー トグラフ,イ ンス トロン型,10ト ン)

㈲ 回折格子光照射器

(4)紙 耐揉強度試験機

(5)衝 撃試験機(シ ャルピー,ア イゾット兼用)

(6)紙 耐折試験機(MIT)

2・ 顕 微鏡装置

(1)金 属顕微鏡

② 生物顕微鏡

(3)表 面 アラサ顕微鏡

(4)万 能顕微鏡

(5)走 査型電子顕微鏡(JSM-50A型)

3.分 析 装 置

(1)ガ ス クロマ トグラフ(ガ ス分析,水 素イオソ化検出器 ・

熱伝導検出器 ・熱分解装置付)

(2)ポ ー ターガスアナライザー(MIRAN-1型)

③ 回折格子自記赤外分光光度計

(4)〃 赤外顕微鏡

㈲ 自動記録式示差熱天秤

一83一
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研究施設 ・設備

(6)灰 素 ・水素 ・窒素分析計

(7}光 電分光光度計(自 記)

(8)螢 光X線 分析装置(標 準型及び非破壊用大型試料台つき)

〔9)可 搬式螢光X線 分析装置(現 場可搬用)

(1①X線 回折装置及びデバイシェラーカメラ,ラ ウエカメラ(結晶同定)

(11)発 光分光分析装置(M1型)(高 圧整流スパーク,直 流アーク)

働 質量分析計(JMB-05RB単 収束型)

(13)X線 マイクロアナライザーSDS-269(JSM-50A附 属)

(1の 原子吸光分析装置(マ イクロコンピュータ付)

(15}プ ラズマリアターPR-151

4.非 破壊検査装置

(1)工 業用X線 発生装置(60KVP,4mA)

(2)工 業用X線 発生装置(200KVP,8mA)

(3)Co-60γ 線線源(透 視用3c及 び0.2c)

(4)赤 外線TVカ メラ装置

⑤ 超音波探傷装置

(6)超 音波探傷器UFD-201型

(7)超 音波式 コソクリー ト試験器

⑧ 〃 厚み測定器

5.物 性測定機

(1)粒 度分布測定装置

② 熱膨張計

㈲ レナメーター(粘 性試験用)

(4)直 読式動的粘弾性測定器

㈲ 真空蒸着装置(表 面薄膜形成用)

⑥ 鯖振盛機(標 準フルイ付)

6.照 明及び温湿度装置

(1)自 記分光放射計(光 源の分光測定)

② ライ トガイ ドカラーメーター(色 彩測定)
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(3)恒 温恒湿槽(0°C～40℃20～90%)

(4)風 速計(熱 式)AMO1

7.殺 虫殺菌装置

(1}滅 菌装置

(2}減 圧殺虫装置

(3}ガ ス滅菌装置GS-15特 型

8.菌 種保存用装置

(1)超 低温槽(-50°C)

(2)冷 却遠心機(-5°C～5°C)

9.環 境 汚染測定装置

(1)粉 塵計(記 録装置付)

10.修 復処置装置

(1)真 空凍結乾燥装置

② 減圧含浸装置

(3)エ ヤブラッシュ装置

(4}合 成樹脂圧入装置

(5}水 浸木材用含浸裟置

(6}熱 風恒温乾燥機

(7》 装漢用備品

(8)万 能木工機

(9)3鹿1淡 機

ノよミ田言己念室

1台

1台

2台

1台

1台

1台

1台

1式

式

式

式

式

式

台

式

台

台

唱⊥

-
占

¶⊥

-
⊥

1

1

1⊥

-
占

噌⊥

●

5

4黒 田記念室

黒田記念室は,本 研究所の創立者故帝国美術院長予酎黒田消輝の功績を記念す るた

めに設けられた陳列室であって,黒 田(i'i'輝の油絵 ・素描 ・写生帳等を収蔵 している。

創立当時主として黒田家から寄贈されたものは,油 絵125点,素 描170点,写 生帳

等であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等か らの寄贈が加わった。収

蔵品の主なるものは,「知感情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・「温

室花壇」等である。また昭和52年 度 より,黒 田清輝作品の地方巡回展の予第が認めら

一85一
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閲覧室

れ,本 年度は千葉県立美術館で開催 した。

5閲 覧 室

本研究所美術部資料室の図書及び研究資料は主として研究者 ・学者 ・美術関係専攻

の学生等に公開している。年間の閲覧者数は,延1,000名 程度である。

e

白
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皿 旧 職 員

」

昭和53年度における転退職者

所 属匿 職 矧 氏

課務庶

名1在 職 期 間 障 考

官
長

員

務
課

佐

事

補

部
務

務

文
庶

事

員佐補能技

松 原 尚 躬

中 村 ひろ代

豊 田 三智子

54.4.154.3.31

52.4.154.3.30

51.10.1653.12.31

研
出

職

職

地
転
極
へ
立
所
国
究

退

退

曾

,
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】X関 係 法 規

◎文部省設置法(縢 罐 鵜 箋羅 律第55号)(抄)

第3節 附属機関

(附属機関)

第36条 第43条に規定するもののほか,文 化庁に,次 の機関を置く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立国語研究所

国立文化財研究所

日本芸術院

2前 項の機関(日 本芸術院を除く。)の長は,文 化庁長官の申出により,文 部大臣

が任命する。

(国立文化財研究所)

第41条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を

行う機関とする。

2国 立文化財研究所の名称及び位置は,次 のとおりとする。

名 称

東京国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所

位 置

東 京 都

奈 良 市

3国 立文化財研究所V'は,支 所を置くことができる。

4国 立文化財研究所及びその支所の内部組織は,文 部省令で定める。

-88一
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◎文部省設置法施行規則螺 灘 騙 晶 覇鱗薩 鰭 令第33号)(抄)
第5章 文化庁の附属機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 東京国立文化財研究所

(所長)

第117条 東京国立文化財研究所に,所 長を置く。

2所 長は,所 務を掌理する。

(内部組織)

第118条 東京国立文化財研究所に,庶 務課及び次の5部 を置く。

一 美術部

二 芸能部

三 保存科学部

四 修復技術部

五 情報資料部

(庶務課の事務)

第119条 庶務課においては,次 の事務をつかさどる。

一 職員の人事に関する事務を処理す ること。

二 職員の福利厚生に関する事務を処理すること。

三 公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。

四 経費及び収入の予算,決 算その他会計に関する事務を処理すること。

五 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること。

六 庁内の取締 りに関すること。

七 前各号に掲げるもののほか,他 の所掌に属 しない事務を処理すること。

(美術部の2室 及び事務)

第120条 美術部に,第 一研究室及び第二研究室を置 く。

2第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術並びに東洋美術),Y関

す る調査研究を行い,及 びその結果の公表を行 う。

3第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術に関する調

査研究を行い,及 びその結果の公表を行 うとともに黒田記念室に関する事務をつか
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関 係 法 規

さどる。

(芸能部の3室 及び事務)

第121条 芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置く。

2演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究を行い,並 びにその

結果の公表を行 う。

3音 楽舞踊研究室においては,音 楽及び舞踊並びにこれ らの保存に関する調査研究

を行い,並 びにその結果の公表を行う。

4民 俗芸能研究室においては,民 俗芸能及びその保存に関す る調査研究を行い,並

びにその結果の公表を行 う。

(保存科学部の3室 及び事務)

第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室及び生物研究室を置く。

2化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学

的調査研究を含む。)を 行い,並 びにその結果の公表を行 う。

3物 理研究室においては,文 化財及びその保存に関する物理学的調査研究を行い,

並びにその結果の公表を行 う。

4生 物研究室においては,文 化財及びその保存に関する生物学的調査研究を行い,

並びにその結果の公表を行 う。

(修復技術部の3室 及び事務)

第122条 の2修 復技術部に,第 一修復技術研究室,第 二修復技術研究室及び第三修

復技術研究室を置く。

2第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外のもの

を材料とする文化財の修復に関す る科学的,技 術的調査研究を行い,及 びその結果

の公表を行 う。

3第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料 とす る文化財の修復に関す

る科学的,技 術的調査研究を行い,及 びその結果の公表を行 う。

4第 三修復技術研究室においては,石,土 又は金属を材料 とす る文化財の修復に関

する科学的,技 術的調査研究を行い,及 びその結果の公表を行 う。

(情報資料部の2室 及び事務)

第122条 の3情 報資料部に,文 献資料研究室及び写真資料研究室を置く。
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2文 献資料研究室においては,第118条 第1n,」か ら第4号 までに掲げる各部の所掌

に係る文献資料その他の資料(写 真資料を除 く。)の 作成,収 集,整 理,保ii,公

表,閲 覧及び調査研究を行 う。

3写 真資料研究室においては,第118条 第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌

に係る写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 麦,閲 覧及び調査研究を行 う。
∂

◎文部省定員細則(縢 罐5i脇 晶羅 鱗 笠襯 訓令鋤)(抄)

t

喝

文部省定tl規 則(昭 和44年 文詔1省令第12}})第2項 の規定に基づき,文 部劣定員細

則を次のように定める。

文部省定員細則

1文 部省に係る行政機関職C1定 員令(昭 和44年 政令%(;121)第1条 に規定する定

L1(以 下 「定11令 第1条 定員」という。)及 び沖縄の復帰V'伴 う行政機関の職員の

定員に関する法律の適用の特別措置に関する政令(昭 和47年 政令 第191号)第1条

に規定する定員(以 下 「特描法政令定員」とい う。)別 の本省の各内部部局,各 国

立学校,各 所轄機関及び各附属機関別の定 員並びに文化庁の各内部部局及び各附属

機関別の定員は,次 の表のとお りとする。

文 化 庁

区 分!定 員 令 第 ・条 定 員

ll、45人

附 属機関 国立文化財研究所 各国立文化財研究所を通 じての
1定 員とする。

2各 国立大学,各 国立高等専門学校,各 国立大学共同利用機関,各 国立青年の家,

各国立博物館,各 国立近代美術館及び各国立文化財研究所の定員は,国 立学校及び

本省の附属機関にあっては文部大臣,文 化庁の附属機関にあっては文化庁長官が,

それぞれ,前 項に規定する当該国立学校又は附属機関別の定員の範囲内において,

別 に定める。

附 則

1こ の訓令は,昭 和53年4月5日 から施行 し,改 正後の文部省定員細則第1項 の規
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関 係 法 規

定及び次項の規定は,昭 和53年4月1日 か ら適用する。

◎国立渤 館等の難 型9
いて(昭 和44年5月26日 文化庁長官裁定昭和53年4月5日 改正)(抄)

文部省定員細則(昭 和44年文部省訓令第12号)第2項 の規定に基づき,各 国立博物

館,各 国立近代美術館及び各国立文化財研究所の機関別の定員を次のとおり定める。

a

・

機 関

ー

附

東 京 国 立 文 化 財 研 究 所

定 員

46人

則

この裁定は,昭 和53年4月1日 から適用する。

◎教舩 獺 特例法施行令(昭 和24年1月12日 政令第6号最終改正 昭和50年4月17日 第74号)(抄)

(教育公務員以外の者)

(略)

第3条 の2文 部省設置法(昭 和24年 法律 第146号)第14条 〔国立の学校等〕及び

第36条 第1項 〔附属機関〕に掲げる機関(日 本芸術院を除く。)並 びに国立学校設

置法(昭 和24年 法律第150号)第3章 の3〔 国立大学共同利用機関〕に規定する機

関の長及びその職員のうちもっぱ ら研究又は教育に従事する者並びに国立養護教諭

養成所設置法(昭 和40年 法律第16号)に よる国立養護教諭養成所の所長,教 授,助

教授及び助手については,法 第4条 〔採用及び昇任の方法〕,第7条 〔休職の期間〕,

第11条 〔服務〕,第12条 〔勤務成績の評定〕,第19条 〔研修〕,第20条 〔研修の機会〕

及び第21条 〔兼職及び他の事業等の従事〕中国立大学の学長及び教員に関する部分

の規定を準用する。この場合において,こ れらの規定中 「大学管理機関」とあるの

は次の各号の区別に従って読み替え,こ れらの機関の長及びその職員をそれぞれ学

長及び教員に準ずる者 としてこれ らの規定を準用するものとする。

法第4条 第1項 〔採用及び昇任の選考〕については,国 立学校設置法第3章 の3

に規定する機関の長及びその職員にあたっては 「文部省令で定めるところにより任

一92一

f

9



`

o

命権者」,そ の他の機関の長及びその職員にあっては 「任命権者」

二 法第4条 第2項 〔採用及び昇任の選考の基準〕 第7条,第11条 及 び第12条 につ

いては,「 任命権者」

附則(政 令74号 改 正)

この政令は,公 布の日か ら施行する。

◎ 東京国立 文化財 研究所部室長 会議運 営規則(昭 和45年1刀23日 所長裁定)

節1条 東京国立文化財研究所部室長会議(以 下 「部室長会議」とい う。)の 運営に

ついては,こ の規則の定めるところによる。

第2条 部室長会識は,本 研究所の重要事項について協議し,各 部課相互の連絡をは

かることを目的とする。

第3条 部室長会議は,次 の各号に掲げる職員をもって組織する。

一 所 ・長

二 各部長

三 各室長

四 課 長

第4条 部室長会議は所長が招集 し,そ の議長となる。

2所 長に事故あるときは,会 議出席者の中か ら互選により議長を定める。

3所 長は必要と認める職員を会議に出席させることができる。

第5条 部室長会議は原則として毎月1回 開催する。ただし緊急を要する場合は,随

時開催することができる。

第6条 部室長会議に関する事務は,庶 務課がこれにあたる。

第7条 この規則に定めるものの他,会 議の運営に関 して必要な事項は,別 に定める。

附 則

この規則は,昭 和45年1月23「1か ら施行する。

a

,
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関係 法 規

◎棘 国立文化財研究所受託研究取扱規程(昭 和46年3月15日 所長裁定昭和47年10月2日 改正)

(趣 旨)

第1条 この規程は,東 京国立文化財研究所(以 下 「研究所」とい う。)に おける受

託研究(外 部からの委託を受けて公務として行 う研究で,こ れに要する経費を委託

者が負担するものをいう。)の 取扱いに関 し必要な事項を定めるものとする。

2受 託研究は,研 究所の文化財に関する調査研究上有意義であ り,か つ本来の調査

研究に支障がな く,当 該年度の予算額の範囲内V'お いて行 うものとする。

(受託の条件)

第2条 受託研究の受入れ条件は,次 の各号に掲げるとお りとする。

(1》 受託研究は,受 託者が一方的に中止することはできないこと。

② 受託研究の結果,工 業所有権等の権利が生 じた場合には,当 該権利を無償で使

用させ,又 は譲与することはできないこと。

③ 受託研究に要する経費により取得 した設備等は,返 還 しないこと。

(4}や むを得ない事由により受託研究を中止 し,又 はその期間を延長する場合にお

いても,研 究所は,そ の責を負わず,ま た,原 則 として受託研究に要する経費を

受託者に返還しないこと。ただし,特 に必要があると認めた場合は,不 用となっ

た経甕の額の範囲内において,そ の全部又は一部を返還することがあること。

(5)委 託者は,受 託研究に要す る経費を,当 該研究の開始前に納付すること。

2所 長は,前 項に定めるもののほか,必 要 と認める条件を別に定めることができる。

3委 託者が国の機関,政 府関係機関又は,地 方公共団体である場合は,第1項 第3

号及び第5号 の条件は,こ れを付さないことができる。

4委 託者は,必 要がある場合は,所 長の承認を得て,そ の委託にかかる研究を協力

して行 うことができる。

(決定の方法)

第3条 所長は,当 該研究を担当する職員,当 該職員の所属する室及び部の長の意見

を徴 したうえ受託研究の受入れを決定す る。

(受託の申込等)

第4条 受託研究の申込みを しようとする者は,別 紙様式による受託研究申込書を所

.,
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長に提出 しなければならない。

2所 長は,受 託研究の受入れを決定 したときは,そ の旨委託者及び研究所契約担当

職員に通知するものとする。

3前 項の通知に基づき契約担当職員は,契 約を締結 した旨を,所 長に通知するもの

とする。

(研究の中止等)

第5条 受託研究を担当する職員は,当 該研究を中止し,又 は,そ の期間を延長する

必要があると認めたときは,た だちに所属の室及び部の長を経て所長に報告 し,そ

の指示を受けるものとする。

2所 長は,受 託研究の遂行上やむを得ない理由があると認めた ときは,こ れを中止

し,又 は,そ の期間を延長することを決定 し,そ の旨委託者及び契約担当職員に通

知するものとする。

(研究結果の報告等)

第6条 受託研究を担当する職員は,当 該研究が完了したときは,そ の結果を所属の

室及び部の長を経て所長に報告するものとする。

2委 託者に対する受託研究の結果の報告は,当 該研究を担当した職員が前項の報告

後行 うものとする。

3受 託研究の成果を公表するときは,所 長の承認を得て当該研究を担当した職員が

行 うものとする。

附 則

この規程は,昭 和46年4月1日 か ら施行する。

附 則(昭 和47年10月2日 改正)

この規定は,昭 和47年10月2日 から施行する。

,

1
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関 係 法 規

〔別紙様式〕

受 託 研 究 申 込 書

昭和 年 月 日

東京国立文化財研究所長 殿

住 所

氏 名(名 称 ・代表者)印

東京国立文化財研究所受託研究取扱規程第4条 第1項 の規定により,下 記のとお り

受託研究の申し込みをします。

記

1.研 究題目

2.研 究目的及び内容

3.研 究に要する経費

4.研 究用資材,器 具等の提供

5,そ の他

塾

■

f
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黒田子爵記念室観覧規程(昭 和12年11月29日 制定)

第1条 本研究所り黒田子爵記念室(以 下単に 「記念室」とい う。)は,こ の規程に

ょって一般に公開する。

第2条 観覧は無料とする。

第3条 観覧者は,備 付けの帳簿に現住所,氏 名を記載し,掛 員の指示を受けるもの

とす る。

第4条 陳列品の模写又は写真撮影を希塑する者は,予 め爵面により届出で許可を受

けなければな らない。

策5条 観覧者は,記 念室内において左の1'項 を行ってはならない。

1陳 列品に手を触れること。

2イ ンク ・墨汁等を使用すること。

3飲 食及び喫煙をなすこと。

策6条 観覧者がこの規程に違反し,又 紀念室公開の趣旨に反する行為があると認め

るときは,退 場を命ず ることがある。

第7条 観覧の日時は毎週木曜 日午後1時 か ら同4時 までとし,観 覧を停止する日は

左の通りとす る。

祝 日

開所記念 日(10月18日)

年末年始(12月25日 か ら翌年1月6日 まで)

夏期(7月21日 か ら8月31日 まで)

第8条 本研究所において必要があるときは,前 条 の日時を 随時変更 することがあ

る。ただ し,こ の場合は予め掲示する。

3

畢

◎東京国立文化財研究所招へい研究員規程(II和53年8月1日 ゆr長裁定)

(目 的)

第1条 この規程は,東 京国立文化財研究所(以 下 「研究所」とい う。)が 実施する

特定の調査研究を推進す るため,研 究所が協力を依頼 し,招 へいする研究者(以 下

「招へい研究員」という。)の 選考等について定めることを目的とする。

(招へい研究員の資格)
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第2条 招へい研究員の選考は,次 の各号の一つに該当す る者のうちから行 う。

一 修士以上の学位を有し,か つ,研 究上の業績がある者

二 研究所の調査研究に関連 した研究業績により,前 号に規定する者と同等以上の

学力及び研究能力を有すると認められる者

(招へい研究員の選考)

第3条 招へい研究員の選考については,そ の都度次に掲げる者をもって構成する選

考審査会の審査を経て所長が決定する。

一 所 長

二 各研究部長

三 研究職の職員のうちから,所 長が指名する者

(招へい研究員の委嘱)

第4条 研究所長は,招 へい研究員を 決定したときは,「 東京国立文化財研究所招へ

い研究員」として委嘱するものとする。

(招へい研究員の任務)

第5条 招へい研究員は,研 究所において1か 月以上～3か 月以内,所 長の指示に従

い特定の調査研究に参画するものとする。

(報告書の提出)

第6条 招へい研究員は,委 嘱期間が満了 したとき若しくは病気その他やむを縛ない

事由により研究を中止した ときは,遅 滞なく実績報告書を作成 し,所 長に提出しな

ければならない。

(旅費の支給等)

第7条 招へい研究員の旅費(滞 在費を含む。)支 給手続その他この規程の実施に必

要な礒項については,別 に定める。

附 則

この規程は,昭 和53年7月10日 か ら適用する。

◎東京国立文化財研究所名誉研究員に関する内規
(昭和53年9月26日 所長裁定)

第1条 東京国立文化財研究所(以 下 「研究所」という。)に多年勤務し,研 究所の

調査研究及び事業に特に顕著な業績を挙げ又は研究所の運営,発 展に尽力して特に
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功績のあった退職者についてその功に報いるため,こ れを東京国立文化財研究所名

誉研究員(以 下 「名誉研究員」とい う。)と することができる。

第2条 名誉研究員は,各 部の推薦により部室長会議の議を経て所長が決定する。

第3条 名誉研究員には,研 究所が発行する各種出版物の配布及び研究室利用等の便

宜供 与について特に配慮する。

第4条 名誉研究員を決定したときは,原 則として開所記念日にこれを発表する。

附 則

1.こ の内規は,昭 和53年10月1日 か ら施行する。

2.研 究員であった者で,こ の内規施行の日以前に退職した者についてもこの内規を

適用する。
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